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森が持つ「癒やし」や「環境保全」などの価値を最大限に引き出す「森業（もりぎょう）」。

地域の賑わいや雇用を創出し、人と地域の未来を育てる新たな取り組みに迫ります。

つくる、触れ合う
新しい「森」の楽しみ方

林業

日本の国土の約 3分の2を占める森林。森は様々な恵みで、

私たちの暮らしを支えてくれています。森には具体的にどん

な役割があるかを見ていきましょう。

*　*　*
森林には、①土砂災害防止・土壌保全、②水源涵養（かん

よう）、③地球環境保全、④生物多様性保全、⑤物質生産、

⑥保健・レクリエーション、⑦快適環境形成、⑧文化とい

う8 つの多面的機能があります。中でも、土砂災害の防止・

降雨などの水資源を育み守る水源涵養・地球環境保全（温

暖化の防止）という暮らしや安全に直結する機能は、多く

の人が森に期待する部分です。このほかにも、森によって大

気の浄化や強風などの影響を和らげるといった「人に快適

な環境」を形成したり、森が精神文化を育み、教育の場と

なるといった「文化的な機能」も含まれます。さらに近年、

注目されているのが、森の「癒やし効果」です。森で過ごす

と、ストレスホルモン（コルチゾール）が減少することが確

認されています。「森林浴」は 1982 年に林野庁が提唱した

もので、その研究成果は世界からも注目を集めているので

す。これだけ豊かな日本の森は、私たちにとってかけがえの

ない財産といえます。
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昭和100年、そして次の
100年へと森林をつなぐ

未来をつくる
＂森業＂

森の多様な魅力を活用する「森業」

森を抱える山里では人口減少と高齢化が進み、手入れが行

き届かない人工林が増えています。光が入らず下草も生え

ない暗く荒れた森は、動植物が暮らしにくく、災害にも弱く

なります。林業の衰退にもつながるこれらの課題を解決す

るカギを握るのが「森業」です。森業とは、森の多様な価

値を活用し、都市部の人々や企業を呼び込むことで、地域

を活性化する取り組みです。「木を育てて伐採して売る」林

業に対して、森業はキャンプや森林浴、森での企業研修、

子どもたちへの森林環境教育など、さまざまな方法で「森

を通じて地域を元気にする仕組み」です。地域が元気にな

ることで、森を手入れする人やお金が地域に集まり、美しく

豊かな日本の森を未来に残せるようになります。�

教室は森。 
子どもたちの体験が次世代につながる

次世代を育む森林環境教育も森業の大切な柱です。奈良県

吉野郡下北山村の合同会社森のびでは、村の教育委員会と

協働し、小学生を対象とした体験型プログラム「森のび教室」

を年 3 回実施。森のびが日頃から林業を営む民有林などを

学びの場とし、水源涵養の仕組みを学ぶ実験や、間伐材を

活用した歩道づくりなど、森林に触れながら学ぶ様々な体験

を行っています。「大事なのは、まず子どもたちに森を好き

になってもらうこと」と森のび・河野祐子さん。同じく森のび・

安井洋文さんは、「森と自分たちの暮らしがつながっていると

感じながら、成長してほしい」とその想いを語ります。森の

中で高学年の子が低学年の子に「その木も、生きているん

だよ」と教える場面もあり、豊かな森とそこにある命の大切

さが子どもたちに受け継がれています。

木材搬出用に整備された作業道を活用し、森の中で鳥の

巣箱づくりに取り組む子どもたち。自分たちの暮らしと森

のつながりを実感できるのは、子どもの成長にとっても貴

重な体験。撮影＝都甲ユウタ

ESG 投資やリスク管理、社会貢献の観点から、�森づくりに取

り組む企業が増えています。企業価値や社員の健康向上に

もつながる、森を舞台にした挑戦と国の支援を紹介します。

*　*　*
SDGs が定着する中、企業も森づくりに積極的に乗り出して

います。その理由は社会貢献だけではありません。製品づ

くりに大量の水が必要など、森が育むきれいな水は企業活

動を支えています。ESG 投資やサスティナビリティに関する

情報開示の観点からも、森林の保全や管理に関心を持つ企

業が増加。社員の健康増進など多様な動機から森づくりに

関わる企業の活動は、2024 年度に全国 2,000 か所を超え

ました。そんな企業の取り組みを後押しすべく、林野庁では

これまで「森林×ACT チャレンジ」という顕彰制度を行って

きました。「森林づくり部門」では企業が整備した森の CO2

吸収量と取り組み内容を、「J- クレジット部門」では森林が

吸収した CO2 をクレジットとして企業が購入した取り組み

を評価します。いずれも企業価値の向上だけではなく、地

域への経済効果や森林管理の充実にもつながっています。

2026 年度からは、「森業アワード」として生まれ変わり、森

林空間利用や企業の森林づくり活動、Ｊ-クレジットの活用

など、多様な森林の価値を活かした取り組みを顕彰します。
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企業理念に通じる森づくり

2003 年以来、森を守り続ける活動をしているのがサント

リーホールディングス ( 株 ) です。「サントリー�天然水の森」

では、国内 16 都府県 27 か所、12,000 ヘクタールを超え

る森の保全・整備を行っています。「ビールもウイスキーも

清涼飲料も、良質な水なしにはつくれません。その地下水

はもとをたどれば森で育まれています。森づくりは、『人と

自然と響きあう』という企業理念の実践でもあります」と

その想いを語るのは、サントリーの市田智之さんです。国

有林や自治体の森を無償で整備する協定を最低 30 年単位

で締結。様々な分野から 40 名を超える専門家とともに、

水源涵養に科学的・長期的に取り組み、国内工場で汲み上

げる地下水量の 2 倍以上の水を涵養しています。その結果

として、自社製品、そして地域への水の還元を目指します。

企業による森林（もり）づくり活動の
実施箇所数推移

箇所

（年度）
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※民有林の数値は、企業等が森林づくり活動を行う森林の設定箇所
数。国有林の数値は、「法人の森林」の契約数及び「社会貢献の森」
制度による、協定箇所数
出典＝林野庁「令和 7年度森林及び林業の動向」（2025）より、編
集部作成
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今、各地の自治体では、地域の森を生かした新しい取り組

みを進めています。企業や都市部の住民といった関係人口

を増やすことで、森の未来の可能性が大きく広がっています。

*　*　*
企業と同様に、自治体も森林管理の大切な担い手です。

2024 年度から導入された「森林環境税」（年間 1 人 1,000

円）は、市町村の森林整備の財源として活用。地域の実情

に合わせて、独自の取り組みを始める自治体が増えていま

す。自然体験ツアーや森林を使った企業研修の受け入れな

ど、森業を通じた関係人口の拡大は、新たな地域振興の柱

になりつつあります。大切なのは、地域に収入が生まれて

元気になるような新しい取り組みを考えていくことです。自

治体と企業が協定を結び、社有林を地域に開放して体験プ

ログラムを展開するというケースも生まれています。林野庁

の基本計画では、森業の取り組みが行われている市町村の

割合を、現在の 4 割から 2030 年度に 6 割とすることが目

標。各地の自治体が知恵を出し合い、地元の資産である森

をきっかけにした地域の未来を切り拓いています。
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森が支えるマラソン大会

2023 年、「ゼロカーボンシティ宣言」を打ち出した宮崎県

延岡市。その象徴的な取り組みのひとつが「延岡西日本マラ

ソン大会」と環境保全の掛け合わせです。九州 3 大マラソ

ンの 1つであるこの大会で、市内の森林から創出した「J- ク

レジット」（森林が吸収した CO2 を取引可能にした証書）を

活用。大会運営や参加者の移動で排出される CO2 量を森

林の吸収量で補います。J- クレジットの収入は森林整備の

財源として地域内で循環し、森が大会を支える仕組みです。

この取り組みは、林野庁「森林×ACT チャレンジ 2025」の

J- クレジット部門優秀賞として表彰もされました。延岡市で

は今後もゼロカーボンシティの実現に向け、大会の環境負

荷低減と森林クレジットへの関心・認知度向上を目指してい

ます。

100 年先の森を描き、活動

森づくりの活動ではまずは徹底的に森を調査し、30 年から

100 年後の姿を見据えた整備計画を立て、それに従って間

伐や植樹など地道な活動を続けていきます。荒れた森を少

しずつ明るい健康的な森へと生まれ変わらせる地道な作業

が続きますが、中でも最大の課題となっているのがシカです。

「下草を食い尽くすシカが侵入しないように、専門家や地域

のみなさんとも連携し、柵の設置などにより森が回復しつつ

あります」（市田さん）。子どもたちへの環境教育「水育」も

積極的に行い、国内外累計 179万人が参加。森と水への関

心を次の世代へとつなぐ大切な場となっています。さらに、

サントリーが蓄積した森づくりのノウハウを他の企業にも提

供する取り組みもスタートし、「社会全体で森を守る輪」を

広げようとしています。

都市と森をつなぐ、東京発の挑戦

東京都内の森林整備を、都市部の特別区と多摩地域の市町

村が手を組んで進める。そんな全国初の取り組みが「『多摩

の森』活性化プロジェクト」です。2023年に協議会を発足し、

現在は 15 自治体と東京都が参加。「主役はあくまでも市区

町村で、東京都はコーディネーター役として側面から支える

仕組みです」と、東京都�森づくり推進担当職員は語ります。

活動の柱は「森林整備および保全」「カーボンオフセット」「木

材活用」「現場体験」の４つ。自然体験ツアーでは協議会

参加区住民を多摩の森に案内し、林業作業や自然観察を体

験。参加者の満足度も高いとのことです。世界有数の大都市・

東京の活動と発展を支え、多くの恵みをもたらす都民共有

の財産の森。参加自治体が連携して森林整備などを行うこ

とで、森林の多面的機能の発揮を促していきます。

「サントリー�天然水の森」の美しく豊かな水源。2003 年よ

り続く、水源涵養への研究・取り組みは、自社製品である「サ

ントリー�天然水」にも生かされています。��写真提供＝サン

トリー

「延岡西日本マラソン」｡ 毎回、全国から新進気鋭のラン

ナーを迎えて開催。64 回目を数えた 2026 年 2 月の大

会には、789人がエントリーしました。　写真提供＝延

岡市

「『多摩の森』活性化プロジェクト」のひとつ、奥多摩での

「自然体験ツアー」。自然観察、木工体験、そば打ち体験

を含む、子どもにも人気のプログラム。写真提供＝おくた

ま地域振興財団

8 月号トップへこの記事をプリントする

記事を読む 記事を読む

森の良さを体感。
大自然を満喫しよう

木々の葉が色づく秋
大自然が織り成す絶景を堪能

林業 地域

3
VOL.

今月の特集

畜 産 業漁 業林 業農 業

そ の 他地 域 レ シピ食

カテゴリーで探す

一覧を見る

広がる「中食」 豚 家庭備蓄
2026 年 6 月 2026 年 4 月 2026 年 3 月

最新号／バックナンバー

Instagram も更新中！

感想を送る
記事の感想をお聞かせください

@aff_maffjapan

イラストレーション＝久保田美穂

Column

昭和100年、そして次の100年へと森林をつなぐ
〜森への�推し活�に。「昭和100年記念分収造林」〜

2026 年は、1926（昭和元）年から起算して満 100 年とい

う節目の年に当たり、4 月には政府主催により記念式典が

行われました。この機運を盛り上げるため、林野庁では「昭

和�100 年記念分収造林」を開始しています。分収造林（ぶ

んしゅうぞうりん）とは、造林者が国と契約し、国有林に

植林、育成した木を販売し、その収益を国と分け合う制度

です。今回の取組での注目は「グリーン・シェアリング」と

いう新しいコンセプト。これは、地球温暖化防止や生物多

様性保全に配慮した森林づくりを目指し、① 60 年以上の

長期契約、②林地保全に配慮した森林施業、③地域性を

重視した広葉樹の植栽を要件としています。契約する企業

等にとっては、SDGs�の取組として、国から通知される「環

境貢献度評価」を自社レポート等で発信できる点もメリッ

ト。森への「推し活」として、この機会に多くの企業や団体

等に活用してもらいたいと、期待を高めています。

取組事例第１号も誕生 

2026 年 3 月、NPO 法人が宮崎県都城市の国有林を活用

して、どんぐりの実から育てた苗木を植樹する「グリーン・

シェアリング」第 1号がスタート。今後、各地で植樹が行

われる予定です。豊かな自然を次の 100 年へとつなぐ、持

続可能な森林づくりが、いま全国で広がり始めています。 今回の記念分収造林ですでに植樹を行った、NPO

法人の活動の様子。子どもから大人まで 100人ほ

どが参加し、新たな森への一歩を踏み出しました。　

写真提供＝特定非営利活動法人「どんぐり1000

年の森をつくる会」

特集 最新号 連載（Instagram） 過去の連載

国土面積に占める森林の割合

森林蓄積の推移

国土面積

3,780

2,503（66％）
437（12％）

197（5％）

643（17％）

（単位：万ヘクタール）

森林
農地

宅地

その他

蓄積
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13.313.3

18.918.9

13.613.6 18.918.9 23.423.4

26.526.5
30.430.4 33.133.1

13.913.9

21.921.9

15.015.0

28.628.6

15.915.9
17.017.0

40.440.4

17.817.8

44.344.3

18.618.6

49.049.0

19.319.3

52.452.4

20.120.1

55.655.6

34.834.8

8.08.0

近年は、毎年

約6千万立方メートル（㎥）

増加

55年で

約6倍

出典＝林野庁「森林資源の現況」（令和4年3月31日現在）」
より、編集部作成

出典＝国土交通省「令和 7年版土地白書」（2025）より、
編集部作成�※国土面積は、令和 2 年（2020）の数値

5.65.6

35.535.5

天然林等　　	人工林

＂森＂と触れ合う 暑さに向き合う
〜進む日本の農業〜

2026 年 8 月 2026 年 7 月
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「昭和 100 年記念分収造林」募集要項
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森が持つ「癒やし」や「環境保全」などの価値を最大限に引き出す「森業（もりぎょう）」。

地域の賑わいや雇用を創出し、人と地域の未来を育てる新たな取り組みに迫ります。

つくる、触れ合う
新しい「森」の楽しみ方

林業

日本の国土の約 3分の2を占める森林。森は様々な恵みで、

私たちの暮らしを支えてくれています。森には具体的にどん

な役割があるかを見ていきましょう。

*　*　*
森林には、①土砂災害防止・土壌保全、②水源涵養（かん

よう）、③地球環境保全、④生物多様性保全、⑤物質生産、

⑥保健・レクリエーション、⑦快適環境形成、⑧文化とい

う8 つの多面的機能があります。中でも、土砂災害の防止・

降雨などの水資源を育み守る水源涵養・地球環境保全（温

暖化の防止）という暮らしや安全に直結する機能は、多く

の人が森に期待する部分です。このほかにも、森によって大

気の浄化や強風などの影響を和らげるといった「人に快適

な環境」を形成したり、森が精神文化を育み、教育の場と

なるといった「文化的な機能」も含まれます。さらに近年、

注目されているのが、森の「癒やし効果」です。森で過ごす

と、ストレスホルモン（コルチゾール）が減少することが確

認されています。「森林浴」は 1982 年に林野庁が提唱した

もので、その研究成果は世界からも注目を集めているので

す。これだけ豊かな日本の森は、私たちにとってかけがえの

ない財産といえます。
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昭和100年、そして次の
100年へと森林をつなぐ

未来をつくる
＂森業＂

森の多様な魅力を活用する「森業」

森を抱える山里では人口減少と高齢化が進み、手入れが行

き届かない人工林が増えています。光が入らず下草も生え

ない暗く荒れた森は、動植物が暮らしにくく、災害にも弱く

なります。林業の衰退にもつながるこれらの課題を解決す

るカギを握るのが「森業」です。森業とは、森の多様な価

値を活用し、都市部の人々や企業を呼び込むことで、地域

を活性化する取り組みです。「木を育てて伐採して売る」林

業に対して、森業はキャンプや森林浴、森での企業研修、

子どもたちへの森林環境教育など、さまざまな方法で「森

を通じて地域を元気にする仕組み」です。地域が元気にな

ることで、森を手入れする人やお金が地域に集まり、美しく

豊かな日本の森を未来に残せるようになります。�

教室は森。 
子どもたちの体験が次世代につながる

次世代を育む森林環境教育も森業の大切な柱です。奈良県

吉野郡下北山村の合同会社森のびでは、村の教育委員会と

協働し、小学生を対象とした体験型プログラム「森のび教室」

を年 3 回実施。森のびが日頃から林業を営む民有林などを

学びの場とし、水源涵養の仕組みを学ぶ実験や、間伐材を

活用した歩道づくりなど、森林に触れながら学ぶ様々な体験

を行っています。「大事なのは、まず子どもたちに森を好き

になってもらうこと」と森のび・河野祐子さん。同じく森のび・

安井洋文さんは、「森と自分たちの暮らしがつながっていると

感じながら、成長してほしい」とその想いを語ります。森の

中で高学年の子が低学年の子に「その木も、生きているん

だよ」と教える場面もあり、豊かな森とそこにある命の大切

さが子どもたちに受け継がれています。

木材搬出用に整備された作業道を活用し、森の中で鳥の

巣箱づくりに取り組む子どもたち。自分たちの暮らしと森

のつながりを実感できるのは、子どもの成長にとっても貴

重な体験。撮影＝都甲ユウタ

ESG 投資やリスク管理、社会貢献の観点から、�森づくりに取

り組む企業が増えています。企業価値や社員の健康向上に

もつながる、森を舞台にした挑戦と国の支援を紹介します。

*　*　*
SDGs が定着する中、企業も森づくりに積極的に乗り出して

います。その理由は社会貢献だけではありません。製品づ

くりに大量の水が必要など、森が育むきれいな水は企業活

動を支えています。ESG 投資やサスティナビリティに関する

情報開示の観点からも、森林の保全や管理に関心を持つ企

業が増加。社員の健康増進など多様な動機から森づくりに

関わる企業の活動は、2024 年度に全国 2,000 か所を超え

ました。そんな企業の取り組みを後押しすべく、林野庁では

これまで「森林×ACT チャレンジ」という顕彰制度を行って

きました。「森林づくり部門」では企業が整備した森の CO2

吸収量と取り組み内容を、「J- クレジット部門」では森林が

吸収した CO2 をクレジットとして企業が購入した取り組み

を評価します。いずれも企業価値の向上だけではなく、地

域への経済効果や森林管理の充実にもつながっています。

2026 年度からは、「森業アワード」として生まれ変わり、森

林空間利用や企業の森林づくり活動、Ｊ-クレジットの活用

など、多様な森林の価値を活かした取り組みを顕彰します。

森
を
つ
く
り

水
を
守
る

おいしい水を
守り、育む

企業理念に通じる森づくり

2003 年以来、森を守り続ける活動をしているのがサント

リーホールディングス ( 株 ) です。「サントリー�天然水の森」

では、国内 16 都府県 27 か所、12,000 ヘクタールを超え

る森の保全・整備を行っています。「ビールもウイスキーも

清涼飲料も、良質な水なしにはつくれません。その地下水

はもとをたどれば森で育まれています。森づくりは、『人と

自然と響きあう』という企業理念の実践でもあります」と

その想いを語るのは、サントリーの市田智之さんです。国

有林や自治体の森を無償で整備する協定を最低 30 年単位

で締結。様々な分野から 40 名を超える専門家とともに、

水源涵養に科学的・長期的に取り組み、国内工場で汲み上

げる地下水量の 2 倍以上の水を涵養しています。その結果

として、自社製品、そして地域への水の還元を目指します。

企業による森林（もり）づくり活動の
実施箇所数推移

箇所

（年度）

2004

399

493

420 569

803

1,372

1,659

1,024
1,118

1,400

2,002

1,765

635 647 602

576

94 156

0
05	 10 15 20 24

※民有林の数値は、企業等が森林づくり活動を行う森林の設定箇所
数。国有林の数値は、「法人の森林」の契約数及び「社会貢献の森」
制度による、協定箇所数
出典＝林野庁「令和 7年度森林及び林業の動向」（2025）より、編
集部作成
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今、各地の自治体では、地域の森を生かした新しい取り組

みを進めています。企業や都市部の住民といった関係人口

を増やすことで、森の未来の可能性が大きく広がっています。

*　*　*
企業と同様に、自治体も森林管理の大切な担い手です。

2024 年度から導入された「森林環境税」（年間 1 人 1,000

円）は、市町村の森林整備の財源として活用。地域の実情

に合わせて、独自の取り組みを始める自治体が増えていま

す。自然体験ツアーや森林を使った企業研修の受け入れな

ど、森業を通じた関係人口の拡大は、新たな地域振興の柱

になりつつあります。大切なのは、地域に収入が生まれて

元気になるような新しい取り組みを考えていくことです。自

治体と企業が協定を結び、社有林を地域に開放して体験プ

ログラムを展開するというケースも生まれています。林野庁

の基本計画では、森業の取り組みが行われている市町村の

割合を、現在の 4 割から 2030 年度に 6 割とすることが目

標。各地の自治体が知恵を出し合い、地元の資産である森

をきっかけにした地域の未来を切り拓いています。
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森を守る

森が支えるマラソン大会

2023 年、「ゼロカーボンシティ宣言」を打ち出した宮崎県

延岡市。その象徴的な取り組みのひとつが「延岡西日本マラ

ソン大会」と環境保全の掛け合わせです。九州 3 大マラソ

ンの 1つであるこの大会で、市内の森林から創出した「J- ク

レジット」（森林が吸収した CO2 を取引可能にした証書）を

活用。大会運営や参加者の移動で排出される CO2 量を森

林の吸収量で補います。J- クレジットの収入は森林整備の

財源として地域内で循環し、森が大会を支える仕組みです。

この取り組みは、林野庁「森林×ACT チャレンジ 2025」の

J- クレジット部門優秀賞として表彰もされました。延岡市で

は今後もゼロカーボンシティの実現に向け、大会の環境負

荷低減と森林クレジットへの関心・認知度向上を目指してい

ます。

100 年先の森を描き、活動

森づくりの活動ではまずは徹底的に森を調査し、30 年から

100 年後の姿を見据えた整備計画を立て、それに従って間

伐や植樹など地道な活動を続けていきます。荒れた森を少

しずつ明るい健康的な森へと生まれ変わらせる地道な作業

が続きますが、中でも最大の課題となっているのがシカです。

「下草を食い尽くすシカが侵入しないように、専門家や地域

のみなさんとも連携し、柵の設置などにより森が回復しつつ

あります」（市田さん）。子どもたちへの環境教育「水育」も

積極的に行い、国内外累計 179万人が参加。森と水への関

心を次の世代へとつなぐ大切な場となっています。さらに、

サントリーが蓄積した森づくりのノウハウを他の企業にも提

供する取り組みもスタートし、「社会全体で森を守る輪」を

広げようとしています。

都市と森をつなぐ、東京発の挑戦

東京都内の森林整備を、都市部の特別区と多摩地域の市町

村が手を組んで進める。そんな全国初の取り組みが「『多摩

の森』活性化プロジェクト」です。2023年に協議会を発足し、

現在は 15 自治体と東京都が参加。「主役はあくまでも市区

町村で、東京都はコーディネーター役として側面から支える

仕組みです」と、東京都�森づくり推進担当職員は語ります。

活動の柱は「森林整備および保全」「カーボンオフセット」「木

材活用」「現場体験」の４つ。自然体験ツアーでは協議会

参加区住民を多摩の森に案内し、林業作業や自然観察を体

験。参加者の満足度も高いとのことです。世界有数の大都市・

東京の活動と発展を支え、多くの恵みをもたらす都民共有

の財産の森。参加自治体が連携して森林整備などを行うこ

とで、森林の多面的機能の発揮を促していきます。

「サントリー�天然水の森」の美しく豊かな水源。2003 年よ

り続く、水源涵養への研究・取り組みは、自社製品である「サ

ントリー�天然水」にも生かされています。��写真提供＝サン

トリー

「延岡西日本マラソン」｡ 毎回、全国から新進気鋭のラン

ナーを迎えて開催。64 回目を数えた 2026 年 2 月の大

会には、789人がエントリーしました。　写真提供＝延

岡市

「『多摩の森』活性化プロジェクト」のひとつ、奥多摩での

「自然体験ツアー」。自然観察、木工体験、そば打ち体験

を含む、子どもにも人気のプログラム。写真提供＝おくた

ま地域振興財団

8 月号トップへこの記事をプリントする

記事を読む 記事を読む

森の良さを体感。
大自然を満喫しよう

木々の葉が色づく秋
大自然が織り成す絶景を堪能

林業 地域
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今月の特集

畜 産 業漁 業林 業農 業

そ の 他地 域 レ シピ食

カテゴリーで探す

一覧を見る

広がる「中食」 豚 家庭備蓄
2026 年 6 月 2026 年 4 月 2026 年 3 月

最新号／バックナンバー

Instagram も更新中！

感想を送る
記事の感想をお聞かせください

@aff_maffjapan

イラストレーション＝久保田美穂

Column

昭和100年、そして次の100年へと森林をつなぐ
〜森への�推し活�に。「昭和100年記念分収造林」〜

2026 年は、1926（昭和元）年から起算して満 100 年とい

う節目の年に当たり、4 月には政府主催により記念式典が

行われました。この機運を盛り上げるため、林野庁では「昭

和�100 年記念分収造林」を開始しています。分収造林（ぶ

んしゅうぞうりん）とは、造林者が国と契約し、国有林に

植林、育成した木を販売し、その収益を国と分け合う制度

です。今回の取組での注目は「グリーン・シェアリング」と

いう新しいコンセプト。これは、地球温暖化防止や生物多

様性保全に配慮した森林づくりを目指し、① 60 年以上の

長期契約、②林地保全に配慮した森林施業、③地域性を

重視した広葉樹の植栽を要件としています。契約する企業

等にとっては、SDGs�の取組として、国から通知される「環

境貢献度評価」を自社レポート等で発信できる点もメリッ

ト。森への「推し活」として、この機会に多くの企業や団体

等に活用してもらいたいと、期待を高めています。

取組事例第１号も誕生 

2026 年 3 月、NPO 法人が宮崎県都城市の国有林を活用

して、どんぐりの実から育てた苗木を植樹する「グリーン・

シェアリング」第 1号がスタート。今後、各地で植樹が行

われる予定です。豊かな自然を次の 100 年へとつなぐ、持

続可能な森林づくりが、いま全国で広がり始めています。 今回の記念分収造林ですでに植樹を行った、NPO

法人の活動の様子。子どもから大人まで 100人ほ

どが参加し、新たな森への一歩を踏み出しました。　

写真提供＝特定非営利活動法人「どんぐり1000

年の森をつくる会」

特集 最新号 連載（Instagram） 過去の連載

国土面積に占める森林の割合

森林蓄積の推移

国土面積

3,780

2,503（66％）
437（12％）

197（5％）

643（17％）

（単位：万ヘクタール）

森林
農地

宅地

その他

蓄積

（億㎥）

（年）
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13.313.3

18.918.9

13.613.6 18.918.9 23.423.4

26.526.5
30.430.4 33.133.1

13.913.9

21.921.9

15.015.0

28.628.6

15.915.9
17.017.0

40.440.4

17.817.8

44.344.3

18.618.6

49.049.0

19.319.3

52.452.4

20.120.1

55.655.6

34.834.8

8.08.0

近年は、毎年

約6千万立方メートル（㎥）

増加

55年で

約6倍

出典＝林野庁「森林資源の現況」（令和4年3月31日現在）」
より、編集部作成

出典＝国土交通省「令和 7年版土地白書」（2025）より、
編集部作成�※国土面積は、令和 2 年（2020）の数値

5.65.6

35.535.5

天然林等　　	人工林

＂森＂と触れ合う 暑さに向き合う
〜進む日本の農業〜

2026 年 8 月 2026 年 7 月
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「昭和 100 年記念分収造林」募集要項

2026年8月号 “森 ”と触れ合う 森を生かす 2
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2026年8月号

＂森＂と触れ合う

公式 Instagram 8 月号トップへ

森が秘める
多彩なパワー

＂ふるさとの森＂を
生かす

森をつくり
水を守る

森
を
生
か
す

1
VOL.

森が持つ「癒やし」や「環境保全」などの価値を最大限に引き出す「森業（もりぎょう）」。

地域の賑わいや雇用を創出し、人と地域の未来を育てる新たな取り組みに迫ります。

つくる、触れ合う
新しい「森」の楽しみ方

林業

日本の国土の約 3分の2を占める森林。森は様々な恵みで、

私たちの暮らしを支えてくれています。森には具体的にどん

な役割があるかを見ていきましょう。

*　*　*
森林には、①土砂災害防止・土壌保全、②水源涵養（かん

よう）、③地球環境保全、④生物多様性保全、⑤物質生産、

⑥保健・レクリエーション、⑦快適環境形成、⑧文化とい

う8 つの多面的機能があります。中でも、土砂災害の防止・

降雨などの水資源を育み守る水源涵養・地球環境保全（温

暖化の防止）という暮らしや安全に直結する機能は、多く

の人が森に期待する部分です。このほかにも、森によって大

気の浄化や強風などの影響を和らげるといった「人に快適

な環境」を形成したり、森が精神文化を育み、教育の場と

なるといった「文化的な機能」も含まれます。さらに近年、

注目されているのが、森の「癒やし効果」です。森で過ごす

と、ストレスホルモン（コルチゾール）が減少することが確

認されています。「森林浴」は 1982 年に林野庁が提唱した

もので、その研究成果は世界からも注目を集めているので

す。これだけ豊かな日本の森は、私たちにとってかけがえの

ない財産といえます。
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昭和100年、そして次の
100年へと森林をつなぐ

未来をつくる
＂森業＂

森の多様な魅力を活用する「森業」

森を抱える山里では人口減少と高齢化が進み、手入れが行

き届かない人工林が増えています。光が入らず下草も生え

ない暗く荒れた森は、動植物が暮らしにくく、災害にも弱く

なります。林業の衰退にもつながるこれらの課題を解決す

るカギを握るのが「森業」です。森業とは、森の多様な価

値を活用し、都市部の人々や企業を呼び込むことで、地域

を活性化する取り組みです。「木を育てて伐採して売る」林

業に対して、森業はキャンプや森林浴、森での企業研修、

子どもたちへの森林環境教育など、さまざまな方法で「森

を通じて地域を元気にする仕組み」です。地域が元気にな

ることで、森を手入れする人やお金が地域に集まり、美しく

豊かな日本の森を未来に残せるようになります。�

教室は森。 
子どもたちの体験が次世代につながる

次世代を育む森林環境教育も森業の大切な柱です。奈良県

吉野郡下北山村の合同会社森のびでは、村の教育委員会と

協働し、小学生を対象とした体験型プログラム「森のび教室」

を年 3 回実施。森のびが日頃から林業を営む民有林などを

学びの場とし、水源涵養の仕組みを学ぶ実験や、間伐材を

活用した歩道づくりなど、森林に触れながら学ぶ様々な体験

を行っています。「大事なのは、まず子どもたちに森を好き

になってもらうこと」と森のび・河野祐子さん。同じく森のび・

安井洋文さんは、「森と自分たちの暮らしがつながっていると

感じながら、成長してほしい」とその想いを語ります。森の

中で高学年の子が低学年の子に「その木も、生きているん

だよ」と教える場面もあり、豊かな森とそこにある命の大切

さが子どもたちに受け継がれています。

木材搬出用に整備された作業道を活用し、森の中で鳥の

巣箱づくりに取り組む子どもたち。自分たちの暮らしと森

のつながりを実感できるのは、子どもの成長にとっても貴

重な体験。撮影＝都甲ユウタ

ESG 投資やリスク管理、社会貢献の観点から、�森づくりに取

り組む企業が増えています。企業価値や社員の健康向上に

もつながる、森を舞台にした挑戦と国の支援を紹介します。

*　*　*
SDGs が定着する中、企業も森づくりに積極的に乗り出して

います。その理由は社会貢献だけではありません。製品づ

くりに大量の水が必要など、森が育むきれいな水は企業活

動を支えています。ESG 投資やサスティナビリティに関する

情報開示の観点からも、森林の保全や管理に関心を持つ企

業が増加。社員の健康増進など多様な動機から森づくりに

関わる企業の活動は、2024 年度に全国 2,000 か所を超え

ました。そんな企業の取り組みを後押しすべく、林野庁では

これまで「森林×ACT チャレンジ」という顕彰制度を行って

きました。「森林づくり部門」では企業が整備した森の CO2

吸収量と取り組み内容を、「J- クレジット部門」では森林が

吸収した CO2 をクレジットとして企業が購入した取り組み

を評価します。いずれも企業価値の向上だけではなく、地

域への経済効果や森林管理の充実にもつながっています。

2026 年度からは、「森業アワード」として生まれ変わり、森

林空間利用や企業の森林づくり活動、Ｊ-クレジットの活用

など、多様な森林の価値を活かした取り組みを顕彰します。

森
を
つ
く
り

水
を
守
る

おいしい水を
守り、育む

企業理念に通じる森づくり

2003 年以来、森を守り続ける活動をしているのがサント

リーホールディングス ( 株 ) です。「サントリー�天然水の森」

では、国内 16 都府県 27 か所、12,000 ヘクタールを超え

る森の保全・整備を行っています。「ビールもウイスキーも

清涼飲料も、良質な水なしにはつくれません。その地下水

はもとをたどれば森で育まれています。森づくりは、『人と

自然と響きあう』という企業理念の実践でもあります」と

その想いを語るのは、サントリーの市田智之さんです。国

有林や自治体の森を無償で整備する協定を最低 30 年単位

で締結。様々な分野から 40 名を超える専門家とともに、

水源涵養に科学的・長期的に取り組み、国内工場で汲み上

げる地下水量の 2 倍以上の水を涵養しています。その結果

として、自社製品、そして地域への水の還元を目指します。

企業による森林（もり）づくり活動の
実施箇所数推移

箇所

（年度）

2004

399

493

420 569

803

1,372

1,659

1,024
1,118

1,400

2,002

1,765

635 647 602

576

94 156

0
05	 10 15 20 24

※民有林の数値は、企業等が森林づくり活動を行う森林の設定箇所
数。国有林の数値は、「法人の森林」の契約数及び「社会貢献の森」
制度による、協定箇所数
出典＝林野庁「令和 7年度森林及び林業の動向」（2025）より、編
集部作成
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今、各地の自治体では、地域の森を生かした新しい取り組

みを進めています。企業や都市部の住民といった関係人口

を増やすことで、森の未来の可能性が大きく広がっています。

*　*　*
企業と同様に、自治体も森林管理の大切な担い手です。

2024 年度から導入された「森林環境税」（年間 1 人 1,000

円）は、市町村の森林整備の財源として活用。地域の実情

に合わせて、独自の取り組みを始める自治体が増えていま

す。自然体験ツアーや森林を使った企業研修の受け入れな

ど、森業を通じた関係人口の拡大は、新たな地域振興の柱

になりつつあります。大切なのは、地域に収入が生まれて

元気になるような新しい取り組みを考えていくことです。自

治体と企業が協定を結び、社有林を地域に開放して体験プ

ログラムを展開するというケースも生まれています。林野庁

の基本計画では、森業の取り組みが行われている市町村の

割合を、現在の 4 割から 2030 年度に 6 割とすることが目

標。各地の自治体が知恵を出し合い、地元の資産である森

をきっかけにした地域の未来を切り拓いています。

〝
ふ
る
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と
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森
〟
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様 な々取り組みで
森を守る

森が支えるマラソン大会

2023 年、「ゼロカーボンシティ宣言」を打ち出した宮崎県

延岡市。その象徴的な取り組みのひとつが「延岡西日本マラ

ソン大会」と環境保全の掛け合わせです。九州 3 大マラソ

ンの 1つであるこの大会で、市内の森林から創出した「J- ク

レジット」（森林が吸収した CO2 を取引可能にした証書）を

活用。大会運営や参加者の移動で排出される CO2 量を森

林の吸収量で補います。J- クレジットの収入は森林整備の

財源として地域内で循環し、森が大会を支える仕組みです。

この取り組みは、林野庁「森林×ACT チャレンジ 2025」の

J- クレジット部門優秀賞として表彰もされました。延岡市で

は今後もゼロカーボンシティの実現に向け、大会の環境負

荷低減と森林クレジットへの関心・認知度向上を目指してい

ます。

100 年先の森を描き、活動

森づくりの活動ではまずは徹底的に森を調査し、30 年から

100 年後の姿を見据えた整備計画を立て、それに従って間

伐や植樹など地道な活動を続けていきます。荒れた森を少

しずつ明るい健康的な森へと生まれ変わらせる地道な作業

が続きますが、中でも最大の課題となっているのがシカです。

「下草を食い尽くすシカが侵入しないように、専門家や地域

のみなさんとも連携し、柵の設置などにより森が回復しつつ

あります」（市田さん）。子どもたちへの環境教育「水育」も

積極的に行い、国内外累計 179万人が参加。森と水への関

心を次の世代へとつなぐ大切な場となっています。さらに、

サントリーが蓄積した森づくりのノウハウを他の企業にも提

供する取り組みもスタートし、「社会全体で森を守る輪」を

広げようとしています。

都市と森をつなぐ、東京発の挑戦

東京都内の森林整備を、都市部の特別区と多摩地域の市町

村が手を組んで進める。そんな全国初の取り組みが「『多摩

の森』活性化プロジェクト」です。2023年に協議会を発足し、

現在は 15 自治体と東京都が参加。「主役はあくまでも市区

町村で、東京都はコーディネーター役として側面から支える

仕組みです」と、東京都�森づくり推進担当職員は語ります。

活動の柱は「森林整備および保全」「カーボンオフセット」「木

材活用」「現場体験」の４つ。自然体験ツアーでは協議会

参加区住民を多摩の森に案内し、林業作業や自然観察を体

験。参加者の満足度も高いとのことです。世界有数の大都市・

東京の活動と発展を支え、多くの恵みをもたらす都民共有

の財産の森。参加自治体が連携して森林整備などを行うこ

とで、森林の多面的機能の発揮を促していきます。

「サントリー�天然水の森」の美しく豊かな水源。2003 年よ

り続く、水源涵養への研究・取り組みは、自社製品である「サ

ントリー�天然水」にも生かされています。��写真提供＝サン

トリー

「延岡西日本マラソン」｡ 毎回、全国から新進気鋭のラン

ナーを迎えて開催。64 回目を数えた 2026 年 2 月の大

会には、789人がエントリーしました。　写真提供＝延

岡市

「『多摩の森』活性化プロジェクト」のひとつ、奥多摩での

「自然体験ツアー」。自然観察、木工体験、そば打ち体験

を含む、子どもにも人気のプログラム。写真提供＝おくた

ま地域振興財団

8 月号トップへこの記事をプリントする

記事を読む 記事を読む

森の良さを体感。
大自然を満喫しよう

木々の葉が色づく秋
大自然が織り成す絶景を堪能

林業 地域
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今月の特集

畜 産 業漁 業林 業農 業

そ の 他地 域 レ シピ食

カテゴリーで探す

一覧を見る

広がる「中食」 豚 家庭備蓄
2026 年 6 月 2026 年 4 月 2026 年 3 月

最新号／バックナンバー

Instagram も更新中！

感想を送る
記事の感想をお聞かせください

@aff_maffjapan

イラストレーション＝久保田美穂

Column

昭和100年、そして次の100年へと森林をつなぐ
〜森への�推し活�に。「昭和100年記念分収造林」〜

2026 年は、1926（昭和元）年から起算して満 100 年とい

う節目の年に当たり、4 月には政府主催により記念式典が

行われました。この機運を盛り上げるため、林野庁では「昭

和�100 年記念分収造林」を開始しています。分収造林（ぶ

んしゅうぞうりん）とは、造林者が国と契約し、国有林に

植林、育成した木を販売し、その収益を国と分け合う制度

です。今回の取組での注目は「グリーン・シェアリング」と

いう新しいコンセプト。これは、地球温暖化防止や生物多

様性保全に配慮した森林づくりを目指し、① 60 年以上の

長期契約、②林地保全に配慮した森林施業、③地域性を

重視した広葉樹の植栽を要件としています。契約する企業

等にとっては、SDGs�の取組として、国から通知される「環

境貢献度評価」を自社レポート等で発信できる点もメリッ

ト。森への「推し活」として、この機会に多くの企業や団体

等に活用してもらいたいと、期待を高めています。

取組事例第１号も誕生 

2026 年 3 月、NPO 法人が宮崎県都城市の国有林を活用

して、どんぐりの実から育てた苗木を植樹する「グリーン・

シェアリング」第 1号がスタート。今後、各地で植樹が行

われる予定です。豊かな自然を次の 100 年へとつなぐ、持

続可能な森林づくりが、いま全国で広がり始めています。 今回の記念分収造林ですでに植樹を行った、NPO

法人の活動の様子。子どもから大人まで 100人ほ

どが参加し、新たな森への一歩を踏み出しました。　

写真提供＝特定非営利活動法人「どんぐり1000

年の森をつくる会」

特集 最新号 連載（Instagram） 過去の連載

国土面積に占める森林の割合

森林蓄積の推移

国土面積

3,780

2,503（66％）
437（12％）

197（5％）

643（17％）

（単位：万ヘクタール）

森林
農地

宅地

その他

蓄積

（億㎥）

（年）
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13.313.3

18.918.9

13.613.6 18.918.9 23.423.4

26.526.5
30.430.4 33.133.1

13.913.9

21.921.9

15.015.0

28.628.6

15.915.9
17.017.0

40.440.4

17.817.8

44.344.3

18.618.6

49.049.0

19.319.3

52.452.4

20.120.1

55.655.6

34.834.8

8.08.0

近年は、毎年

約6千万立方メートル（㎥）

増加

55年で

約6倍

出典＝林野庁「森林資源の現況」（令和4年3月31日現在）」
より、編集部作成

出典＝国土交通省「令和 7年版土地白書」（2025）より、
編集部作成�※国土面積は、令和 2 年（2020）の数値

5.65.6

35.535.5

天然林等　　	人工林

＂森＂と触れ合う 暑さに向き合う
〜進む日本の農業〜

2026 年 8 月 2026 年 7 月
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「昭和 100 年記念分収造林」募集要項

2026年8月号 “森 ”と触れ合う 森を生かす 3
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＂森＂と触れ合う

公式 Instagram 8 月号トップへ

森が秘める
多彩なパワー

＂ふるさとの森＂を
生かす

森をつくり
水を守る
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森が持つ「癒やし」や「環境保全」などの価値を最大限に引き出す「森業（もりぎょう）」。

地域の賑わいや雇用を創出し、人と地域の未来を育てる新たな取り組みに迫ります。

つくる、触れ合う
新しい「森」の楽しみ方

林業

日本の国土の約 3分の2を占める森林。森は様々な恵みで、

私たちの暮らしを支えてくれています。森には具体的にどん

な役割があるかを見ていきましょう。

*　*　*
森林には、①土砂災害防止・土壌保全、②水源涵養（かん

よう）、③地球環境保全、④生物多様性保全、⑤物質生産、

⑥保健・レクリエーション、⑦快適環境形成、⑧文化とい

う8 つの多面的機能があります。中でも、土砂災害の防止・

降雨などの水資源を育み守る水源涵養・地球環境保全（温

暖化の防止）という暮らしや安全に直結する機能は、多く

の人が森に期待する部分です。このほかにも、森によって大

気の浄化や強風などの影響を和らげるといった「人に快適

な環境」を形成したり、森が精神文化を育み、教育の場と

なるといった「文化的な機能」も含まれます。さらに近年、

注目されているのが、森の「癒やし効果」です。森で過ごす

と、ストレスホルモン（コルチゾール）が減少することが確

認されています。「森林浴」は 1982 年に林野庁が提唱した

もので、その研究成果は世界からも注目を集めているので

す。これだけ豊かな日本の森は、私たちにとってかけがえの

ない財産といえます。
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昭和100年、そして次の
100年へと森林をつなぐ

未来をつくる
＂森業＂

森の多様な魅力を活用する「森業」

森を抱える山里では人口減少と高齢化が進み、手入れが行

き届かない人工林が増えています。光が入らず下草も生え

ない暗く荒れた森は、動植物が暮らしにくく、災害にも弱く

なります。林業の衰退にもつながるこれらの課題を解決す

るカギを握るのが「森業」です。森業とは、森の多様な価

値を活用し、都市部の人々や企業を呼び込むことで、地域

を活性化する取り組みです。「木を育てて伐採して売る」林

業に対して、森業はキャンプや森林浴、森での企業研修、

子どもたちへの森林環境教育など、さまざまな方法で「森

を通じて地域を元気にする仕組み」です。地域が元気にな

ることで、森を手入れする人やお金が地域に集まり、美しく

豊かな日本の森を未来に残せるようになります。�

教室は森。 
子どもたちの体験が次世代につながる

次世代を育む森林環境教育も森業の大切な柱です。奈良県

吉野郡下北山村の合同会社森のびでは、村の教育委員会と

協働し、小学生を対象とした体験型プログラム「森のび教室」

を年 3 回実施。森のびが日頃から林業を営む民有林などを

学びの場とし、水源涵養の仕組みを学ぶ実験や、間伐材を

活用した歩道づくりなど、森林に触れながら学ぶ様々な体験

を行っています。「大事なのは、まず子どもたちに森を好き

になってもらうこと」と森のび・河野祐子さん。同じく森のび・

安井洋文さんは、「森と自分たちの暮らしがつながっていると

感じながら、成長してほしい」とその想いを語ります。森の

中で高学年の子が低学年の子に「その木も、生きているん

だよ」と教える場面もあり、豊かな森とそこにある命の大切

さが子どもたちに受け継がれています。

木材搬出用に整備された作業道を活用し、森の中で鳥の

巣箱づくりに取り組む子どもたち。自分たちの暮らしと森

のつながりを実感できるのは、子どもの成長にとっても貴

重な体験。撮影＝都甲ユウタ

ESG 投資やリスク管理、社会貢献の観点から、�森づくりに取

り組む企業が増えています。企業価値や社員の健康向上に

もつながる、森を舞台にした挑戦と国の支援を紹介します。

*　*　*
SDGs が定着する中、企業も森づくりに積極的に乗り出して

います。その理由は社会貢献だけではありません。製品づ

くりに大量の水が必要など、森が育むきれいな水は企業活

動を支えています。ESG 投資やサスティナビリティに関する

情報開示の観点からも、森林の保全や管理に関心を持つ企

業が増加。社員の健康増進など多様な動機から森づくりに

関わる企業の活動は、2024 年度に全国 2,000 か所を超え

ました。そんな企業の取り組みを後押しすべく、林野庁では

これまで「森林×ACT チャレンジ」という顕彰制度を行って

きました。「森林づくり部門」では企業が整備した森の CO2

吸収量と取り組み内容を、「J- クレジット部門」では森林が

吸収した CO2 をクレジットとして企業が購入した取り組み

を評価します。いずれも企業価値の向上だけではなく、地

域への経済効果や森林管理の充実にもつながっています。

2026 年度からは、「森業アワード」として生まれ変わり、森

林空間利用や企業の森林づくり活動、Ｊ-クレジットの活用

など、多様な森林の価値を活かした取り組みを顕彰します。

森
を
つ
く
り

水
を
守
る

おいしい水を
守り、育む

企業理念に通じる森づくり

2003 年以来、森を守り続ける活動をしているのがサント

リーホールディングス ( 株 ) です。「サントリー�天然水の森」

では、国内 16 都府県 27 か所、12,000 ヘクタールを超え

る森の保全・整備を行っています。「ビールもウイスキーも

清涼飲料も、良質な水なしにはつくれません。その地下水

はもとをたどれば森で育まれています。森づくりは、『人と

自然と響きあう』という企業理念の実践でもあります」と

その想いを語るのは、サントリーの市田智之さんです。国

有林や自治体の森を無償で整備する協定を最低 30 年単位

で締結。様々な分野から 40 名を超える専門家とともに、

水源涵養に科学的・長期的に取り組み、国内工場で汲み上

げる地下水量の 2 倍以上の水を涵養しています。その結果

として、自社製品、そして地域への水の還元を目指します。

企業による森林（もり）づくり活動の
実施箇所数推移

箇所

（年度）

2004

399

493

420 569

803

1,372

1,659

1,024
1,118

1,400

2,002

1,765

635 647 602

576

94 156

0
05	 10 15 20 24

※民有林の数値は、企業等が森林づくり活動を行う森林の設定箇所
数。国有林の数値は、「法人の森林」の契約数及び「社会貢献の森」
制度による、協定箇所数
出典＝林野庁「令和 7年度森林及び林業の動向」（2025）より、編
集部作成
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今、各地の自治体では、地域の森を生かした新しい取り組

みを進めています。企業や都市部の住民といった関係人口

を増やすことで、森の未来の可能性が大きく広がっています。

*　*　*
企業と同様に、自治体も森林管理の大切な担い手です。

2024 年度から導入された「森林環境税」（年間 1 人 1,000

円）は、市町村の森林整備の財源として活用。地域の実情

に合わせて、独自の取り組みを始める自治体が増えていま

す。自然体験ツアーや森林を使った企業研修の受け入れな

ど、森業を通じた関係人口の拡大は、新たな地域振興の柱

になりつつあります。大切なのは、地域に収入が生まれて

元気になるような新しい取り組みを考えていくことです。自

治体と企業が協定を結び、社有林を地域に開放して体験プ

ログラムを展開するというケースも生まれています。林野庁

の基本計画では、森業の取り組みが行われている市町村の

割合を、現在の 4 割から 2030 年度に 6 割とすることが目

標。各地の自治体が知恵を出し合い、地元の資産である森

をきっかけにした地域の未来を切り拓いています。

〝
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森
〟
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様 な々取り組みで
森を守る

森が支えるマラソン大会

2023 年、「ゼロカーボンシティ宣言」を打ち出した宮崎県

延岡市。その象徴的な取り組みのひとつが「延岡西日本マラ

ソン大会」と環境保全の掛け合わせです。九州 3 大マラソ

ンの 1つであるこの大会で、市内の森林から創出した「J- ク

レジット」（森林が吸収した CO2 を取引可能にした証書）を

活用。大会運営や参加者の移動で排出される CO2 量を森

林の吸収量で補います。J- クレジットの収入は森林整備の

財源として地域内で循環し、森が大会を支える仕組みです。

この取り組みは、林野庁「森林×ACT チャレンジ 2025」の

J- クレジット部門優秀賞として表彰もされました。延岡市で

は今後もゼロカーボンシティの実現に向け、大会の環境負

荷低減と森林クレジットへの関心・認知度向上を目指してい

ます。

100 年先の森を描き、活動

森づくりの活動ではまずは徹底的に森を調査し、30 年から

100 年後の姿を見据えた整備計画を立て、それに従って間

伐や植樹など地道な活動を続けていきます。荒れた森を少

しずつ明るい健康的な森へと生まれ変わらせる地道な作業

が続きますが、中でも最大の課題となっているのがシカです。

「下草を食い尽くすシカが侵入しないように、専門家や地域

のみなさんとも連携し、柵の設置などにより森が回復しつつ

あります」（市田さん）。子どもたちへの環境教育「水育」も

積極的に行い、国内外累計 179万人が参加。森と水への関

心を次の世代へとつなぐ大切な場となっています。さらに、

サントリーが蓄積した森づくりのノウハウを他の企業にも提

供する取り組みもスタートし、「社会全体で森を守る輪」を

広げようとしています。

都市と森をつなぐ、東京発の挑戦

東京都内の森林整備を、都市部の特別区と多摩地域の市町

村が手を組んで進める。そんな全国初の取り組みが「『多摩

の森』活性化プロジェクト」です。2023年に協議会を発足し、

現在は 15 自治体と東京都が参加。「主役はあくまでも市区

町村で、東京都はコーディネーター役として側面から支える

仕組みです」と、東京都�森づくり推進担当職員は語ります。

活動の柱は「森林整備および保全」「カーボンオフセット」「木

材活用」「現場体験」の４つ。自然体験ツアーでは協議会

参加区住民を多摩の森に案内し、林業作業や自然観察を体

験。参加者の満足度も高いとのことです。世界有数の大都市・

東京の活動と発展を支え、多くの恵みをもたらす都民共有

の財産の森。参加自治体が連携して森林整備などを行うこ

とで、森林の多面的機能の発揮を促していきます。

「サントリー�天然水の森」の美しく豊かな水源。2003 年よ

り続く、水源涵養への研究・取り組みは、自社製品である「サ

ントリー�天然水」にも生かされています。��写真提供＝サン

トリー

「延岡西日本マラソン」｡ 毎回、全国から新進気鋭のラン

ナーを迎えて開催。64 回目を数えた 2026 年 2 月の大

会には、789人がエントリーしました。　写真提供＝延

岡市

「『多摩の森』活性化プロジェクト」のひとつ、奥多摩での

「自然体験ツアー」。自然観察、木工体験、そば打ち体験

を含む、子どもにも人気のプログラム。写真提供＝おくた

ま地域振興財団

8 月号トップへこの記事をプリントする

記事を読む 記事を読む

森の良さを体感。
大自然を満喫しよう

木々の葉が色づく秋
大自然が織り成す絶景を堪能

林業 地域
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今月の特集

畜 産 業漁 業林 業農 業

そ の 他地 域 レ シピ食

カテゴリーで探す

一覧を見る

広がる「中食」 豚 家庭備蓄
2026 年 6 月 2026 年 4 月 2026 年 3 月

最新号／バックナンバー

Instagram も更新中！

感想を送る
記事の感想をお聞かせください

@aff_maffjapan

イラストレーション＝久保田美穂

Column

昭和100年、そして次の100年へと森林をつなぐ
〜森への�推し活�に。「昭和100年記念分収造林」〜

2026 年は、1926（昭和元）年から起算して満 100 年とい

う節目の年に当たり、4 月には政府主催により記念式典が

行われました。この機運を盛り上げるため、林野庁では「昭

和�100 年記念分収造林」を開始しています。分収造林（ぶ

んしゅうぞうりん）とは、造林者が国と契約し、国有林に

植林、育成した木を販売し、その収益を国と分け合う制度

です。今回の取組での注目は「グリーン・シェアリング」と

いう新しいコンセプト。これは、地球温暖化防止や生物多

様性保全に配慮した森林づくりを目指し、① 60 年以上の

長期契約、②林地保全に配慮した森林施業、③地域性を

重視した広葉樹の植栽を要件としています。契約する企業

等にとっては、SDGs�の取組として、国から通知される「環

境貢献度評価」を自社レポート等で発信できる点もメリッ

ト。森への「推し活」として、この機会に多くの企業や団体

等に活用してもらいたいと、期待を高めています。

取組事例第１号も誕生 

2026 年 3 月、NPO 法人が宮崎県都城市の国有林を活用

して、どんぐりの実から育てた苗木を植樹する「グリーン・

シェアリング」第 1号がスタート。今後、各地で植樹が行

われる予定です。豊かな自然を次の 100 年へとつなぐ、持

続可能な森林づくりが、いま全国で広がり始めています。 今回の記念分収造林ですでに植樹を行った、NPO

法人の活動の様子。子どもから大人まで 100人ほ

どが参加し、新たな森への一歩を踏み出しました。　

写真提供＝特定非営利活動法人「どんぐり1000

年の森をつくる会」

特集 最新号 連載（Instagram） 過去の連載

国土面積に占める森林の割合

森林蓄積の推移

国土面積

3,780

2,503（66％）
437（12％）

197（5％）

643（17％）

（単位：万ヘクタール）

森林
農地

宅地

その他

蓄積

（億㎥）

（年）
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13.313.3

18.918.9

13.613.6 18.918.9 23.423.4

26.526.5
30.430.4 33.133.1

13.913.9

21.921.9

15.015.0

28.628.6

15.915.9
17.017.0

40.440.4

17.817.8

44.344.3

18.618.6

49.049.0

19.319.3

52.452.4

20.120.1

55.655.6

34.834.8

8.08.0

近年は、毎年

約6千万立方メートル（㎥）

増加

55年で

約6倍

出典＝林野庁「森林資源の現況」（令和4年3月31日現在）」
より、編集部作成

出典＝国土交通省「令和 7年版土地白書」（2025）より、
編集部作成�※国土面積は、令和 2 年（2020）の数値

5.65.6

35.535.5

天然林等　　	人工林

＂森＂と触れ合う 暑さに向き合う
〜進む日本の農業〜

2026 年 8 月 2026 年 7 月
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「昭和 100 年記念分収造林」募集要項

2026年8月号 “森 ”と触れ合う 森を生かす 4
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＂森＂と触れ合う

公式 Instagram 8 月号トップへ

森が秘める
多彩なパワー

＂ふるさとの森＂を
生かす

森をつくり
水を守る
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森が持つ「癒やし」や「環境保全」などの価値を最大限に引き出す「森業（もりぎょう）」。

地域の賑わいや雇用を創出し、人と地域の未来を育てる新たな取り組みに迫ります。

つくる、触れ合う
新しい「森」の楽しみ方

林業

日本の国土の約 3分の2を占める森林。森は様々な恵みで、

私たちの暮らしを支えてくれています。森には具体的にどん

な役割があるかを見ていきましょう。

*　*　*
森林には、①土砂災害防止・土壌保全、②水源涵養（かん

よう）、③地球環境保全、④生物多様性保全、⑤物質生産、

⑥保健・レクリエーション、⑦快適環境形成、⑧文化とい

う8 つの多面的機能があります。中でも、土砂災害の防止・

降雨などの水資源を育み守る水源涵養・地球環境保全（温

暖化の防止）という暮らしや安全に直結する機能は、多く

の人が森に期待する部分です。このほかにも、森によって大

気の浄化や強風などの影響を和らげるといった「人に快適

な環境」を形成したり、森が精神文化を育み、教育の場と

なるといった「文化的な機能」も含まれます。さらに近年、

注目されているのが、森の「癒やし効果」です。森で過ごす

と、ストレスホルモン（コルチゾール）が減少することが確

認されています。「森林浴」は 1982 年に林野庁が提唱した

もので、その研究成果は世界からも注目を集めているので

す。これだけ豊かな日本の森は、私たちにとってかけがえの

ない財産といえます。
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昭和100年、そして次の
100年へと森林をつなぐ

未来をつくる
＂森業＂

森の多様な魅力を活用する「森業」

森を抱える山里では人口減少と高齢化が進み、手入れが行

き届かない人工林が増えています。光が入らず下草も生え

ない暗く荒れた森は、動植物が暮らしにくく、災害にも弱く

なります。林業の衰退にもつながるこれらの課題を解決す

るカギを握るのが「森業」です。森業とは、森の多様な価

値を活用し、都市部の人々や企業を呼び込むことで、地域

を活性化する取り組みです。「木を育てて伐採して売る」林

業に対して、森業はキャンプや森林浴、森での企業研修、

子どもたちへの森林環境教育など、さまざまな方法で「森

を通じて地域を元気にする仕組み」です。地域が元気にな

ることで、森を手入れする人やお金が地域に集まり、美しく

豊かな日本の森を未来に残せるようになります。�

教室は森。 
子どもたちの体験が次世代につながる

次世代を育む森林環境教育も森業の大切な柱です。奈良県

吉野郡下北山村の合同会社森のびでは、村の教育委員会と

協働し、小学生を対象とした体験型プログラム「森のび教室」

を年 3 回実施。森のびが日頃から林業を営む民有林などを

学びの場とし、水源涵養の仕組みを学ぶ実験や、間伐材を

活用した歩道づくりなど、森林に触れながら学ぶ様々な体験

を行っています。「大事なのは、まず子どもたちに森を好き

になってもらうこと」と森のび・河野祐子さん。同じく森のび・

安井洋文さんは、「森と自分たちの暮らしがつながっていると

感じながら、成長してほしい」とその想いを語ります。森の

中で高学年の子が低学年の子に「その木も、生きているん

だよ」と教える場面もあり、豊かな森とそこにある命の大切

さが子どもたちに受け継がれています。

木材搬出用に整備された作業道を活用し、森の中で鳥の

巣箱づくりに取り組む子どもたち。自分たちの暮らしと森

のつながりを実感できるのは、子どもの成長にとっても貴

重な体験。撮影＝都甲ユウタ

ESG 投資やリスク管理、社会貢献の観点から、�森づくりに取

り組む企業が増えています。企業価値や社員の健康向上に

もつながる、森を舞台にした挑戦と国の支援を紹介します。

*　*　*
SDGs が定着する中、企業も森づくりに積極的に乗り出して

います。その理由は社会貢献だけではありません。製品づ

くりに大量の水が必要など、森が育むきれいな水は企業活

動を支えています。ESG 投資やサスティナビリティに関する

情報開示の観点からも、森林の保全や管理に関心を持つ企

業が増加。社員の健康増進など多様な動機から森づくりに

関わる企業の活動は、2024 年度に全国 2,000 か所を超え

ました。そんな企業の取り組みを後押しすべく、林野庁では

これまで「森林×ACT チャレンジ」という顕彰制度を行って

きました。「森林づくり部門」では企業が整備した森の CO2

吸収量と取り組み内容を、「J- クレジット部門」では森林が

吸収した CO2 をクレジットとして企業が購入した取り組み

を評価します。いずれも企業価値の向上だけではなく、地

域への経済効果や森林管理の充実にもつながっています。

2026 年度からは、「森業アワード」として生まれ変わり、森

林空間利用や企業の森林づくり活動、Ｊ-クレジットの活用

など、多様な森林の価値を活かした取り組みを顕彰します。

森
を
つ
く
り

水
を
守
る

おいしい水を
守り、育む

企業理念に通じる森づくり

2003 年以来、森を守り続ける活動をしているのがサント

リーホールディングス ( 株 ) です。「サントリー�天然水の森」

では、国内 16 都府県 27 か所、12,000 ヘクタールを超え

る森の保全・整備を行っています。「ビールもウイスキーも

清涼飲料も、良質な水なしにはつくれません。その地下水

はもとをたどれば森で育まれています。森づくりは、『人と

自然と響きあう』という企業理念の実践でもあります」と

その想いを語るのは、サントリーの市田智之さんです。国

有林や自治体の森を無償で整備する協定を最低 30 年単位

で締結。様々な分野から 40 名を超える専門家とともに、

水源涵養に科学的・長期的に取り組み、国内工場で汲み上

げる地下水量の 2 倍以上の水を涵養しています。その結果

として、自社製品、そして地域への水の還元を目指します。

企業による森林（もり）づくり活動の
実施箇所数推移

箇所

（年度）

2004

399

493

420 569

803

1,372

1,659

1,024
1,118

1,400

2,002

1,765

635 647 602

576

94 156

0
05	 10 15 20 24

※民有林の数値は、企業等が森林づくり活動を行う森林の設定箇所
数。国有林の数値は、「法人の森林」の契約数及び「社会貢献の森」
制度による、協定箇所数
出典＝林野庁「令和 7年度森林及び林業の動向」（2025）より、編
集部作成
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今、各地の自治体では、地域の森を生かした新しい取り組

みを進めています。企業や都市部の住民といった関係人口

を増やすことで、森の未来の可能性が大きく広がっています。

*　*　*
企業と同様に、自治体も森林管理の大切な担い手です。

2024 年度から導入された「森林環境税」（年間 1 人 1,000

円）は、市町村の森林整備の財源として活用。地域の実情

に合わせて、独自の取り組みを始める自治体が増えていま

す。自然体験ツアーや森林を使った企業研修の受け入れな

ど、森業を通じた関係人口の拡大は、新たな地域振興の柱

になりつつあります。大切なのは、地域に収入が生まれて

元気になるような新しい取り組みを考えていくことです。自

治体と企業が協定を結び、社有林を地域に開放して体験プ

ログラムを展開するというケースも生まれています。林野庁

の基本計画では、森業の取り組みが行われている市町村の

割合を、現在の 4 割から 2030 年度に 6 割とすることが目

標。各地の自治体が知恵を出し合い、地元の資産である森

をきっかけにした地域の未来を切り拓いています。
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森
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様 な々取り組みで
森を守る

森が支えるマラソン大会

2023 年、「ゼロカーボンシティ宣言」を打ち出した宮崎県

延岡市。その象徴的な取り組みのひとつが「延岡西日本マラ

ソン大会」と環境保全の掛け合わせです。九州 3 大マラソ

ンの 1つであるこの大会で、市内の森林から創出した「J- ク

レジット」（森林が吸収した CO2 を取引可能にした証書）を

活用。大会運営や参加者の移動で排出される CO2 量を森

林の吸収量で補います。J- クレジットの収入は森林整備の

財源として地域内で循環し、森が大会を支える仕組みです。

この取り組みは、林野庁「森林×ACT チャレンジ 2025」の

J- クレジット部門優秀賞として表彰もされました。延岡市で

は今後もゼロカーボンシティの実現に向け、大会の環境負

荷低減と森林クレジットへの関心・認知度向上を目指してい

ます。

100 年先の森を描き、活動

森づくりの活動ではまずは徹底的に森を調査し、30 年から

100 年後の姿を見据えた整備計画を立て、それに従って間

伐や植樹など地道な活動を続けていきます。荒れた森を少

しずつ明るい健康的な森へと生まれ変わらせる地道な作業

が続きますが、中でも最大の課題となっているのがシカです。

「下草を食い尽くすシカが侵入しないように、専門家や地域

のみなさんとも連携し、柵の設置などにより森が回復しつつ

あります」（市田さん）。子どもたちへの環境教育「水育」も

積極的に行い、国内外累計 179万人が参加。森と水への関

心を次の世代へとつなぐ大切な場となっています。さらに、

サントリーが蓄積した森づくりのノウハウを他の企業にも提

供する取り組みもスタートし、「社会全体で森を守る輪」を

広げようとしています。

都市と森をつなぐ、東京発の挑戦

東京都内の森林整備を、都市部の特別区と多摩地域の市町

村が手を組んで進める。そんな全国初の取り組みが「『多摩

の森』活性化プロジェクト」です。2023年に協議会を発足し、

現在は 15 自治体と東京都が参加。「主役はあくまでも市区

町村で、東京都はコーディネーター役として側面から支える

仕組みです」と、東京都�森づくり推進担当職員は語ります。

活動の柱は「森林整備および保全」「カーボンオフセット」「木

材活用」「現場体験」の４つ。自然体験ツアーでは協議会

参加区住民を多摩の森に案内し、林業作業や自然観察を体

験。参加者の満足度も高いとのことです。世界有数の大都市・

東京の活動と発展を支え、多くの恵みをもたらす都民共有

の財産の森。参加自治体が連携して森林整備などを行うこ

とで、森林の多面的機能の発揮を促していきます。

「サントリー�天然水の森」の美しく豊かな水源。2003 年よ

り続く、水源涵養への研究・取り組みは、自社製品である「サ

ントリー�天然水」にも生かされています。��写真提供＝サン

トリー

「延岡西日本マラソン」｡ 毎回、全国から新進気鋭のラン

ナーを迎えて開催。64 回目を数えた 2026 年 2 月の大

会には、789人がエントリーしました。　写真提供＝延

岡市

「『多摩の森』活性化プロジェクト」のひとつ、奥多摩での

「自然体験ツアー」。自然観察、木工体験、そば打ち体験

を含む、子どもにも人気のプログラム。写真提供＝おくた

ま地域振興財団

8 月号トップへこの記事をプリントする

記事を読む 記事を読む

森の良さを体感。
大自然を満喫しよう

木々の葉が色づく秋
大自然が織り成す絶景を堪能

林業 地域

3
VOL.

今月の特集

畜 産 業漁 業林 業農 業

そ の 他地 域 レ シピ食

カテゴリーで探す

一覧を見る

広がる「中食」 豚 家庭備蓄
2026 年 6 月 2026 年 4 月 2026 年 3 月

最新号／バックナンバー

Instagram も更新中！

感想を送る
記事の感想をお聞かせください

@aff_maffjapan

イラストレーション＝久保田美穂

Column

昭和100年、そして次の100年へと森林をつなぐ
〜森への�推し活�に。「昭和100年記念分収造林」〜

2026 年は、1926（昭和元）年から起算して満 100 年とい

う節目の年に当たり、4 月には政府主催により記念式典が

行われました。この機運を盛り上げるため、林野庁では「昭

和�100 年記念分収造林」を開始しています。分収造林（ぶ

んしゅうぞうりん）とは、造林者が国と契約し、国有林に

植林、育成した木を販売し、その収益を国と分け合う制度

です。今回の取組での注目は「グリーン・シェアリング」と

いう新しいコンセプト。これは、地球温暖化防止や生物多

様性保全に配慮した森林づくりを目指し、① 60 年以上の

長期契約、②林地保全に配慮した森林施業、③地域性を

重視した広葉樹の植栽を要件としています。契約する企業

等にとっては、SDGs�の取組として、国から通知される「環

境貢献度評価」を自社レポート等で発信できる点もメリッ

ト。森への「推し活」として、この機会に多くの企業や団体

等に活用してもらいたいと、期待を高めています。

取組事例第１号も誕生 

2026 年 3 月、NPO 法人が宮崎県都城市の国有林を活用

して、どんぐりの実から育てた苗木を植樹する「グリーン・

シェアリング」第 1号がスタート。今後、各地で植樹が行

われる予定です。豊かな自然を次の 100 年へとつなぐ、持

続可能な森林づくりが、いま全国で広がり始めています。 今回の記念分収造林ですでに植樹を行った、NPO

法人の活動の様子。子どもから大人まで 100人ほ

どが参加し、新たな森への一歩を踏み出しました。　

写真提供＝特定非営利活動法人「どんぐり1000

年の森をつくる会」

特集 最新号 連載（Instagram） 過去の連載

国土面積に占める森林の割合

森林蓄積の推移

国土面積

3,780

2,503（66％）
437（12％）

197（5％）

643（17％）

（単位：万ヘクタール）

森林
農地

宅地

その他

蓄積

（億㎥）

（年）
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13.313.3

18.918.9

13.613.6 18.918.9 23.423.4

26.526.5
30.430.4 33.133.1

13.913.9

21.921.9

15.015.0

28.628.6

15.915.9
17.017.0

40.440.4

17.817.8

44.344.3

18.618.6

49.049.0

19.319.3

52.452.4

20.120.1

55.655.6

34.834.8

8.08.0

近年は、毎年

約6千万立方メートル（㎥）

増加

55年で

約6倍

出典＝林野庁「森林資源の現況」（令和4年3月31日現在）」
より、編集部作成

出典＝国土交通省「令和 7年版土地白書」（2025）より、
編集部作成�※国土面積は、令和 2 年（2020）の数値

5.65.6

35.535.5

天然林等　　	人工林

＂森＂と触れ合う 暑さに向き合う
〜進む日本の農業〜

2026 年 8 月 2026 年 7 月
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「昭和 100 年記念分収造林」募集要項

2026年8月号 “森 ”と触れ合う 森を生かす 5
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＂森＂と触れ合う

公式 Instagram 8 月号トップへ

森が秘める
多彩なパワー

＂ふるさとの森＂を
生かす

森をつくり
水を守る

森
を
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森が持つ「癒やし」や「環境保全」などの価値を最大限に引き出す「森業（もりぎょう）」。

地域の賑わいや雇用を創出し、人と地域の未来を育てる新たな取り組みに迫ります。

つくる、触れ合う
新しい「森」の楽しみ方

林業

日本の国土の約 3分の2を占める森林。森は様々な恵みで、

私たちの暮らしを支えてくれています。森には具体的にどん

な役割があるかを見ていきましょう。

*　*　*
森林には、①土砂災害防止・土壌保全、②水源涵養（かん

よう）、③地球環境保全、④生物多様性保全、⑤物質生産、

⑥保健・レクリエーション、⑦快適環境形成、⑧文化とい

う8 つの多面的機能があります。中でも、土砂災害の防止・

降雨などの水資源を育み守る水源涵養・地球環境保全（温

暖化の防止）という暮らしや安全に直結する機能は、多く

の人が森に期待する部分です。このほかにも、森によって大

気の浄化や強風などの影響を和らげるといった「人に快適

な環境」を形成したり、森が精神文化を育み、教育の場と

なるといった「文化的な機能」も含まれます。さらに近年、

注目されているのが、森の「癒やし効果」です。森で過ごす

と、ストレスホルモン（コルチゾール）が減少することが確

認されています。「森林浴」は 1982 年に林野庁が提唱した

もので、その研究成果は世界からも注目を集めているので

す。これだけ豊かな日本の森は、私たちにとってかけがえの

ない財産といえます。
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昭和100年、そして次の
100年へと森林をつなぐ

未来をつくる
＂森業＂

森の多様な魅力を活用する「森業」

森を抱える山里では人口減少と高齢化が進み、手入れが行

き届かない人工林が増えています。光が入らず下草も生え

ない暗く荒れた森は、動植物が暮らしにくく、災害にも弱く

なります。林業の衰退にもつながるこれらの課題を解決す

るカギを握るのが「森業」です。森業とは、森の多様な価

値を活用し、都市部の人々や企業を呼び込むことで、地域

を活性化する取り組みです。「木を育てて伐採して売る」林

業に対して、森業はキャンプや森林浴、森での企業研修、

子どもたちへの森林環境教育など、さまざまな方法で「森

を通じて地域を元気にする仕組み」です。地域が元気にな

ることで、森を手入れする人やお金が地域に集まり、美しく

豊かな日本の森を未来に残せるようになります。�

教室は森。 
子どもたちの体験が次世代につながる

次世代を育む森林環境教育も森業の大切な柱です。奈良県

吉野郡下北山村の合同会社森のびでは、村の教育委員会と

協働し、小学生を対象とした体験型プログラム「森のび教室」

を年 3 回実施。森のびが日頃から林業を営む民有林などを

学びの場とし、水源涵養の仕組みを学ぶ実験や、間伐材を

活用した歩道づくりなど、森林に触れながら学ぶ様々な体験

を行っています。「大事なのは、まず子どもたちに森を好き

になってもらうこと」と森のび・河野祐子さん。同じく森のび・

安井洋文さんは、「森と自分たちの暮らしがつながっていると

感じながら、成長してほしい」とその想いを語ります。森の

中で高学年の子が低学年の子に「その木も、生きているん

だよ」と教える場面もあり、豊かな森とそこにある命の大切

さが子どもたちに受け継がれています。

木材搬出用に整備された作業道を活用し、森の中で鳥の

巣箱づくりに取り組む子どもたち。自分たちの暮らしと森

のつながりを実感できるのは、子どもの成長にとっても貴

重な体験。撮影＝都甲ユウタ

ESG 投資やリスク管理、社会貢献の観点から、�森づくりに取

り組む企業が増えています。企業価値や社員の健康向上に

もつながる、森を舞台にした挑戦と国の支援を紹介します。

*　*　*
SDGs が定着する中、企業も森づくりに積極的に乗り出して

います。その理由は社会貢献だけではありません。製品づ

くりに大量の水が必要など、森が育むきれいな水は企業活

動を支えています。ESG 投資やサスティナビリティに関する

情報開示の観点からも、森林の保全や管理に関心を持つ企

業が増加。社員の健康増進など多様な動機から森づくりに

関わる企業の活動は、2024 年度に全国 2,000 か所を超え

ました。そんな企業の取り組みを後押しすべく、林野庁では

これまで「森林×ACT チャレンジ」という顕彰制度を行って

きました。「森林づくり部門」では企業が整備した森の CO2

吸収量と取り組み内容を、「J- クレジット部門」では森林が

吸収した CO2 をクレジットとして企業が購入した取り組み

を評価します。いずれも企業価値の向上だけではなく、地

域への経済効果や森林管理の充実にもつながっています。

2026 年度からは、「森業アワード」として生まれ変わり、森

林空間利用や企業の森林づくり活動、Ｊ-クレジットの活用

など、多様な森林の価値を活かした取り組みを顕彰します。
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企業理念に通じる森づくり

2003 年以来、森を守り続ける活動をしているのがサント

リーホールディングス ( 株 ) です。「サントリー�天然水の森」

では、国内 16 都府県 27 か所、12,000 ヘクタールを超え

る森の保全・整備を行っています。「ビールもウイスキーも

清涼飲料も、良質な水なしにはつくれません。その地下水

はもとをたどれば森で育まれています。森づくりは、『人と

自然と響きあう』という企業理念の実践でもあります」と

その想いを語るのは、サントリーの市田智之さんです。国

有林や自治体の森を無償で整備する協定を最低 30 年単位

で締結。様々な分野から 40 名を超える専門家とともに、

水源涵養に科学的・長期的に取り組み、国内工場で汲み上

げる地下水量の 2 倍以上の水を涵養しています。その結果

として、自社製品、そして地域への水の還元を目指します。

企業による森林（もり）づくり活動の
実施箇所数推移

箇所

（年度）

2004

399

493

420 569

803

1,372

1,659

1,024
1,118

1,400

2,002

1,765

635 647 602

576

94 156

0
05	 10 15 20 24

※民有林の数値は、企業等が森林づくり活動を行う森林の設定箇所
数。国有林の数値は、「法人の森林」の契約数及び「社会貢献の森」
制度による、協定箇所数
出典＝林野庁「令和 7年度森林及び林業の動向」（2025）より、編
集部作成
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今、各地の自治体では、地域の森を生かした新しい取り組

みを進めています。企業や都市部の住民といった関係人口

を増やすことで、森の未来の可能性が大きく広がっています。

*　*　*
企業と同様に、自治体も森林管理の大切な担い手です。

2024 年度から導入された「森林環境税」（年間 1 人 1,000

円）は、市町村の森林整備の財源として活用。地域の実情

に合わせて、独自の取り組みを始める自治体が増えていま

す。自然体験ツアーや森林を使った企業研修の受け入れな

ど、森業を通じた関係人口の拡大は、新たな地域振興の柱

になりつつあります。大切なのは、地域に収入が生まれて

元気になるような新しい取り組みを考えていくことです。自

治体と企業が協定を結び、社有林を地域に開放して体験プ

ログラムを展開するというケースも生まれています。林野庁

の基本計画では、森業の取り組みが行われている市町村の

割合を、現在の 4 割から 2030 年度に 6 割とすることが目

標。各地の自治体が知恵を出し合い、地元の資産である森

をきっかけにした地域の未来を切り拓いています。
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様 な々取り組みで
森を守る

森が支えるマラソン大会

2023 年、「ゼロカーボンシティ宣言」を打ち出した宮崎県

延岡市。その象徴的な取り組みのひとつが「延岡西日本マラ

ソン大会」と環境保全の掛け合わせです。九州 3 大マラソ

ンの 1つであるこの大会で、市内の森林から創出した「J- ク

レジット」（森林が吸収した CO2 を取引可能にした証書）を

活用。大会運営や参加者の移動で排出される CO2 量を森

林の吸収量で補います。J- クレジットの収入は森林整備の

財源として地域内で循環し、森が大会を支える仕組みです。

この取り組みは、林野庁「森林×ACT チャレンジ 2025」の

J- クレジット部門優秀賞として表彰もされました。延岡市で

は今後もゼロカーボンシティの実現に向け、大会の環境負

荷低減と森林クレジットへの関心・認知度向上を目指してい

ます。

100 年先の森を描き、活動

森づくりの活動ではまずは徹底的に森を調査し、30 年から

100 年後の姿を見据えた整備計画を立て、それに従って間

伐や植樹など地道な活動を続けていきます。荒れた森を少

しずつ明るい健康的な森へと生まれ変わらせる地道な作業

が続きますが、中でも最大の課題となっているのがシカです。

「下草を食い尽くすシカが侵入しないように、専門家や地域

のみなさんとも連携し、柵の設置などにより森が回復しつつ

あります」（市田さん）。子どもたちへの環境教育「水育」も

積極的に行い、国内外累計 179万人が参加。森と水への関

心を次の世代へとつなぐ大切な場となっています。さらに、

サントリーが蓄積した森づくりのノウハウを他の企業にも提

供する取り組みもスタートし、「社会全体で森を守る輪」を

広げようとしています。

都市と森をつなぐ、東京発の挑戦

東京都内の森林整備を、都市部の特別区と多摩地域の市町

村が手を組んで進める。そんな全国初の取り組みが「『多摩

の森』活性化プロジェクト」です。2023年に協議会を発足し、

現在は 15 自治体と東京都が参加。「主役はあくまでも市区

町村で、東京都はコーディネーター役として側面から支える

仕組みです」と、東京都�森づくり推進担当職員は語ります。

活動の柱は「森林整備および保全」「カーボンオフセット」「木

材活用」「現場体験」の４つ。自然体験ツアーでは協議会

参加区住民を多摩の森に案内し、林業作業や自然観察を体

験。参加者の満足度も高いとのことです。世界有数の大都市・

東京の活動と発展を支え、多くの恵みをもたらす都民共有

の財産の森。参加自治体が連携して森林整備などを行うこ

とで、森林の多面的機能の発揮を促していきます。

「サントリー�天然水の森」の美しく豊かな水源。2003 年よ

り続く、水源涵養への研究・取り組みは、自社製品である「サ

ントリー�天然水」にも生かされています。��写真提供＝サン

トリー

「延岡西日本マラソン」｡ 毎回、全国から新進気鋭のラン

ナーを迎えて開催。64 回目を数えた 2026 年 2 月の大

会には、789人がエントリーしました。　写真提供＝延

岡市

「『多摩の森』活性化プロジェクト」のひとつ、奥多摩での

「自然体験ツアー」。自然観察、木工体験、そば打ち体験

を含む、子どもにも人気のプログラム。写真提供＝おくた

ま地域振興財団

8 月号トップへこの記事をプリントする

記事を読む 記事を読む

森の良さを体感。
大自然を満喫しよう

木々の葉が色づく秋
大自然が織り成す絶景を堪能

林業 地域
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今月の特集

畜 産 業漁 業林 業農 業

そ の 他地 域 レ シピ食

カテゴリーで探す

一覧を見る

広がる「中食」 豚 家庭備蓄
2026 年 6 月 2026 年 4 月 2026 年 3 月

最新号／バックナンバー

Instagram も更新中！

感想を送る
記事の感想をお聞かせください

@aff_maffjapan

イラストレーション＝久保田美穂

Column

昭和100年、そして次の100年へと森林をつなぐ
〜森への�推し活�に。「昭和100年記念分収造林」〜

2026 年は、1926（昭和元）年から起算して満 100 年とい

う節目の年に当たり、4 月には政府主催により記念式典が

行われました。この機運を盛り上げるため、林野庁では「昭

和�100 年記念分収造林」を開始しています。分収造林（ぶ

んしゅうぞうりん）とは、造林者が国と契約し、国有林に

植林、育成した木を販売し、その収益を国と分け合う制度

です。今回の取組での注目は「グリーン・シェアリング」と

いう新しいコンセプト。これは、地球温暖化防止や生物多

様性保全に配慮した森林づくりを目指し、① 60 年以上の

長期契約、②林地保全に配慮した森林施業、③地域性を

重視した広葉樹の植栽を要件としています。契約する企業

等にとっては、SDGs�の取組として、国から通知される「環

境貢献度評価」を自社レポート等で発信できる点もメリッ

ト。森への「推し活」として、この機会に多くの企業や団体

等に活用してもらいたいと、期待を高めています。

取組事例第１号も誕生 

2026 年 3 月、NPO 法人が宮崎県都城市の国有林を活用

して、どんぐりの実から育てた苗木を植樹する「グリーン・

シェアリング」第 1号がスタート。今後、各地で植樹が行

われる予定です。豊かな自然を次の 100 年へとつなぐ、持

続可能な森林づくりが、いま全国で広がり始めています。 今回の記念分収造林ですでに植樹を行った、NPO

法人の活動の様子。子どもから大人まで 100人ほ

どが参加し、新たな森への一歩を踏み出しました。　

写真提供＝特定非営利活動法人「どんぐり1000

年の森をつくる会」

特集 最新号 連載（Instagram） 過去の連載

国土面積に占める森林の割合

森林蓄積の推移

国土面積

3,780

2,503（66％）
437（12％）

197（5％）

643（17％）

（単位：万ヘクタール）

森林
農地

宅地

その他

蓄積
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（年）

40

50

60

30

20

10

0
1966 1976 1986 1995 2002 2007 2012 2017 2022

13.313.3

18.918.9

13.613.6 18.918.9 23.423.4

26.526.5
30.430.4 33.133.1

13.913.9

21.921.9

15.015.0

28.628.6

15.915.9
17.017.0

40.440.4

17.817.8

44.344.3

18.618.6

49.049.0

19.319.3

52.452.4

20.120.1

55.655.6

34.834.8

8.08.0

近年は、毎年

約6千万立方メートル（㎥）

増加

55年で

約6倍

出典＝林野庁「森林資源の現況」（令和4年3月31日現在）」
より、編集部作成

出典＝国土交通省「令和 7年版土地白書」（2025）より、
編集部作成�※国土面積は、令和 2 年（2020）の数値

5.65.6

35.535.5

天然林等　　	人工林

＂森＂と触れ合う 暑さに向き合う
〜進む日本の農業〜

2026 年 8 月 2026 年 7 月
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「昭和 100 年記念分収造林」募集要項

2026年8月号 “森 ”と触れ合う 森を生かす 6
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2026年8月号

＂森＂と触れ合う

公式 Instagram 8 月号トップへ

森が秘める
多彩なパワー

＂ふるさとの森＂を
生かす

森をつくり
水を守る

森
を
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森が持つ「癒やし」や「環境保全」などの価値を最大限に引き出す「森業（もりぎょう）」。

地域の賑わいや雇用を創出し、人と地域の未来を育てる新たな取り組みに迫ります。

つくる、触れ合う
新しい「森」の楽しみ方

林業

日本の国土の約 3分の2を占める森林。森は様々な恵みで、

私たちの暮らしを支えてくれています。森には具体的にどん

な役割があるかを見ていきましょう。

*　*　*
森林には、①土砂災害防止・土壌保全、②水源涵養（かん

よう）、③地球環境保全、④生物多様性保全、⑤物質生産、

⑥保健・レクリエーション、⑦快適環境形成、⑧文化とい

う8 つの多面的機能があります。中でも、土砂災害の防止・

降雨などの水資源を育み守る水源涵養・地球環境保全（温

暖化の防止）という暮らしや安全に直結する機能は、多く

の人が森に期待する部分です。このほかにも、森によって大

気の浄化や強風などの影響を和らげるといった「人に快適

な環境」を形成したり、森が精神文化を育み、教育の場と

なるといった「文化的な機能」も含まれます。さらに近年、

注目されているのが、森の「癒やし効果」です。森で過ごす

と、ストレスホルモン（コルチゾール）が減少することが確

認されています。「森林浴」は 1982 年に林野庁が提唱した

もので、その研究成果は世界からも注目を集めているので

す。これだけ豊かな日本の森は、私たちにとってかけがえの

ない財産といえます。
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昭和100年、そして次の
100年へと森林をつなぐ

未来をつくる
＂森業＂

森の多様な魅力を活用する「森業」

森を抱える山里では人口減少と高齢化が進み、手入れが行

き届かない人工林が増えています。光が入らず下草も生え

ない暗く荒れた森は、動植物が暮らしにくく、災害にも弱く

なります。林業の衰退にもつながるこれらの課題を解決す

るカギを握るのが「森業」です。森業とは、森の多様な価

値を活用し、都市部の人々や企業を呼び込むことで、地域

を活性化する取り組みです。「木を育てて伐採して売る」林

業に対して、森業はキャンプや森林浴、森での企業研修、

子どもたちへの森林環境教育など、さまざまな方法で「森

を通じて地域を元気にする仕組み」です。地域が元気にな

ることで、森を手入れする人やお金が地域に集まり、美しく

豊かな日本の森を未来に残せるようになります。�

教室は森。 
子どもたちの体験が次世代につながる

次世代を育む森林環境教育も森業の大切な柱です。奈良県

吉野郡下北山村の合同会社森のびでは、村の教育委員会と

協働し、小学生を対象とした体験型プログラム「森のび教室」

を年 3 回実施。森のびが日頃から林業を営む民有林などを

学びの場とし、水源涵養の仕組みを学ぶ実験や、間伐材を

活用した歩道づくりなど、森林に触れながら学ぶ様々な体験

を行っています。「大事なのは、まず子どもたちに森を好き

になってもらうこと」と森のび・河野祐子さん。同じく森のび・

安井洋文さんは、「森と自分たちの暮らしがつながっていると

感じながら、成長してほしい」とその想いを語ります。森の

中で高学年の子が低学年の子に「その木も、生きているん

だよ」と教える場面もあり、豊かな森とそこにある命の大切

さが子どもたちに受け継がれています。

木材搬出用に整備された作業道を活用し、森の中で鳥の

巣箱づくりに取り組む子どもたち。自分たちの暮らしと森

のつながりを実感できるのは、子どもの成長にとっても貴

重な体験。撮影＝都甲ユウタ

ESG 投資やリスク管理、社会貢献の観点から、�森づくりに取

り組む企業が増えています。企業価値や社員の健康向上に

もつながる、森を舞台にした挑戦と国の支援を紹介します。

*　*　*
SDGs が定着する中、企業も森づくりに積極的に乗り出して

います。その理由は社会貢献だけではありません。製品づ

くりに大量の水が必要など、森が育むきれいな水は企業活

動を支えています。ESG 投資やサスティナビリティに関する

情報開示の観点からも、森林の保全や管理に関心を持つ企

業が増加。社員の健康増進など多様な動機から森づくりに

関わる企業の活動は、2024 年度に全国 2,000 か所を超え

ました。そんな企業の取り組みを後押しすべく、林野庁では

これまで「森林×ACT チャレンジ」という顕彰制度を行って

きました。「森林づくり部門」では企業が整備した森の CO2

吸収量と取り組み内容を、「J- クレジット部門」では森林が

吸収した CO2 をクレジットとして企業が購入した取り組み

を評価します。いずれも企業価値の向上だけではなく、地

域への経済効果や森林管理の充実にもつながっています。

2026 年度からは、「森業アワード」として生まれ変わり、森

林空間利用や企業の森林づくり活動、Ｊ-クレジットの活用

など、多様な森林の価値を活かした取り組みを顕彰します。

森
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水
を
守
る

おいしい水を
守り、育む

企業理念に通じる森づくり

2003 年以来、森を守り続ける活動をしているのがサント

リーホールディングス ( 株 ) です。「サントリー�天然水の森」

では、国内 16 都府県 27 か所、12,000 ヘクタールを超え

る森の保全・整備を行っています。「ビールもウイスキーも

清涼飲料も、良質な水なしにはつくれません。その地下水

はもとをたどれば森で育まれています。森づくりは、『人と

自然と響きあう』という企業理念の実践でもあります」と

その想いを語るのは、サントリーの市田智之さんです。国

有林や自治体の森を無償で整備する協定を最低 30 年単位

で締結。様々な分野から 40 名を超える専門家とともに、

水源涵養に科学的・長期的に取り組み、国内工場で汲み上

げる地下水量の 2 倍以上の水を涵養しています。その結果

として、自社製品、そして地域への水の還元を目指します。

企業による森林（もり）づくり活動の
実施箇所数推移

箇所

（年度）

2004

399

493

420 569

803

1,372

1,659

1,024
1,118

1,400

2,002

1,765

635 647 602

576

94 156

0
05	 10 15 20 24

※民有林の数値は、企業等が森林づくり活動を行う森林の設定箇所
数。国有林の数値は、「法人の森林」の契約数及び「社会貢献の森」
制度による、協定箇所数
出典＝林野庁「令和 7年度森林及び林業の動向」（2025）より、編
集部作成
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今、各地の自治体では、地域の森を生かした新しい取り組

みを進めています。企業や都市部の住民といった関係人口

を増やすことで、森の未来の可能性が大きく広がっています。

*　*　*
企業と同様に、自治体も森林管理の大切な担い手です。

2024 年度から導入された「森林環境税」（年間 1 人 1,000

円）は、市町村の森林整備の財源として活用。地域の実情

に合わせて、独自の取り組みを始める自治体が増えていま

す。自然体験ツアーや森林を使った企業研修の受け入れな

ど、森業を通じた関係人口の拡大は、新たな地域振興の柱

になりつつあります。大切なのは、地域に収入が生まれて

元気になるような新しい取り組みを考えていくことです。自

治体と企業が協定を結び、社有林を地域に開放して体験プ

ログラムを展開するというケースも生まれています。林野庁

の基本計画では、森業の取り組みが行われている市町村の

割合を、現在の 4 割から 2030 年度に 6 割とすることが目

標。各地の自治体が知恵を出し合い、地元の資産である森

をきっかけにした地域の未来を切り拓いています。
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様 な々取り組みで
森を守る

森が支えるマラソン大会

2023 年、「ゼロカーボンシティ宣言」を打ち出した宮崎県

延岡市。その象徴的な取り組みのひとつが「延岡西日本マラ

ソン大会」と環境保全の掛け合わせです。九州 3 大マラソ

ンの 1つであるこの大会で、市内の森林から創出した「J- ク

レジット」（森林が吸収した CO2 を取引可能にした証書）を

活用。大会運営や参加者の移動で排出される CO2 量を森

林の吸収量で補います。J- クレジットの収入は森林整備の

財源として地域内で循環し、森が大会を支える仕組みです。

この取り組みは、林野庁「森林×ACT チャレンジ 2025」の

J- クレジット部門優秀賞として表彰もされました。延岡市で

は今後もゼロカーボンシティの実現に向け、大会の環境負

荷低減と森林クレジットへの関心・認知度向上を目指してい

ます。

100 年先の森を描き、活動

森づくりの活動ではまずは徹底的に森を調査し、30 年から

100 年後の姿を見据えた整備計画を立て、それに従って間

伐や植樹など地道な活動を続けていきます。荒れた森を少

しずつ明るい健康的な森へと生まれ変わらせる地道な作業

が続きますが、中でも最大の課題となっているのがシカです。

「下草を食い尽くすシカが侵入しないように、専門家や地域

のみなさんとも連携し、柵の設置などにより森が回復しつつ

あります」（市田さん）。子どもたちへの環境教育「水育」も

積極的に行い、国内外累計 179万人が参加。森と水への関

心を次の世代へとつなぐ大切な場となっています。さらに、

サントリーが蓄積した森づくりのノウハウを他の企業にも提

供する取り組みもスタートし、「社会全体で森を守る輪」を

広げようとしています。

都市と森をつなぐ、東京発の挑戦

東京都内の森林整備を、都市部の特別区と多摩地域の市町

村が手を組んで進める。そんな全国初の取り組みが「『多摩

の森』活性化プロジェクト」です。2023年に協議会を発足し、

現在は 15 自治体と東京都が参加。「主役はあくまでも市区

町村で、東京都はコーディネーター役として側面から支える

仕組みです」と、東京都�森づくり推進担当職員は語ります。

活動の柱は「森林整備および保全」「カーボンオフセット」「木

材活用」「現場体験」の４つ。自然体験ツアーでは協議会

参加区住民を多摩の森に案内し、林業作業や自然観察を体

験。参加者の満足度も高いとのことです。世界有数の大都市・

東京の活動と発展を支え、多くの恵みをもたらす都民共有

の財産の森。参加自治体が連携して森林整備などを行うこ

とで、森林の多面的機能の発揮を促していきます。

「サントリー�天然水の森」の美しく豊かな水源。2003 年よ

り続く、水源涵養への研究・取り組みは、自社製品である「サ

ントリー�天然水」にも生かされています。��写真提供＝サン

トリー

「延岡西日本マラソン」｡ 毎回、全国から新進気鋭のラン

ナーを迎えて開催。64 回目を数えた 2026 年 2 月の大

会には、789人がエントリーしました。　写真提供＝延

岡市

「『多摩の森』活性化プロジェクト」のひとつ、奥多摩での

「自然体験ツアー」。自然観察、木工体験、そば打ち体験

を含む、子どもにも人気のプログラム。写真提供＝おくた

ま地域振興財団

8 月号トップへこの記事をプリントする

記事を読む 記事を読む

森の良さを体感。
大自然を満喫しよう

木々の葉が色づく秋
大自然が織り成す絶景を堪能

林業 地域
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今月の特集

畜 産 業漁 業林 業農 業

そ の 他地 域 レ シピ食

カテゴリーで探す

一覧を見る

広がる「中食」 豚 家庭備蓄
2026 年 6 月 2026 年 4 月 2026 年 3 月

最新号／バックナンバー

Instagram も更新中！

感想を送る
記事の感想をお聞かせください

@aff_maffjapan

イラストレーション＝久保田美穂

Column

昭和100年、そして次の100年へと森林をつなぐ
〜森への�推し活�に。「昭和100年記念分収造林」〜

2026 年は、1926（昭和元）年から起算して満 100 年とい

う節目の年に当たり、4 月には政府主催により記念式典が

行われました。この機運を盛り上げるため、林野庁では「昭

和�100 年記念分収造林」を開始しています。分収造林（ぶ

んしゅうぞうりん）とは、造林者が国と契約し、国有林に

植林、育成した木を販売し、その収益を国と分け合う制度

です。今回の取組での注目は「グリーン・シェアリング」と

いう新しいコンセプト。これは、地球温暖化防止や生物多

様性保全に配慮した森林づくりを目指し、① 60 年以上の

長期契約、②林地保全に配慮した森林施業、③地域性を

重視した広葉樹の植栽を要件としています。契約する企業

等にとっては、SDGs�の取組として、国から通知される「環

境貢献度評価」を自社レポート等で発信できる点もメリッ

ト。森への「推し活」として、この機会に多くの企業や団体

等に活用してもらいたいと、期待を高めています。

取組事例第１号も誕生 

2026 年 3 月、NPO 法人が宮崎県都城市の国有林を活用

して、どんぐりの実から育てた苗木を植樹する「グリーン・

シェアリング」第 1号がスタート。今後、各地で植樹が行

われる予定です。豊かな自然を次の 100 年へとつなぐ、持

続可能な森林づくりが、いま全国で広がり始めています。 今回の記念分収造林ですでに植樹を行った、NPO

法人の活動の様子。子どもから大人まで 100人ほ

どが参加し、新たな森への一歩を踏み出しました。　

写真提供＝特定非営利活動法人「どんぐり1000

年の森をつくる会」

特集 最新号 連載（Instagram） 過去の連載

国土面積に占める森林の割合

森林蓄積の推移

国土面積

3,780

2,503（66％）
437（12％）

197（5％）

643（17％）

（単位：万ヘクタール）

森林
農地

宅地

その他

蓄積

（億㎥）

（年）
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13.313.3

18.918.9

13.613.6 18.918.9 23.423.4

26.526.5
30.430.4 33.133.1

13.913.9

21.921.9

15.015.0

28.628.6

15.915.9
17.017.0

40.440.4

17.817.8

44.344.3

18.618.6

49.049.0

19.319.3

52.452.4

20.120.1

55.655.6

34.834.8

8.08.0

近年は、毎年

約6千万立方メートル（㎥）

増加

55年で

約6倍

出典＝林野庁「森林資源の現況」（令和4年3月31日現在）」
より、編集部作成

出典＝国土交通省「令和 7年版土地白書」（2025）より、
編集部作成�※国土面積は、令和 2 年（2020）の数値

5.65.6

35.535.5

天然林等　　	人工林

＂森＂と触れ合う 暑さに向き合う
〜進む日本の農業〜

2026 年 8 月 2026 年 7 月
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「昭和 100 年記念分収造林」募集要項

2026年8月号 “森 ”と触れ合う 森を生かす 7
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2026年8月号

＂森＂と触れ合う

公式 Instagram 8 月号トップへ

森が秘める
多彩なパワー

＂ふるさとの森＂を
生かす

森をつくり
水を守る
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森が持つ「癒やし」や「環境保全」などの価値を最大限に引き出す「森業（もりぎょう）」。

地域の賑わいや雇用を創出し、人と地域の未来を育てる新たな取り組みに迫ります。

つくる、触れ合う
新しい「森」の楽しみ方

林業

日本の国土の約 3分の2を占める森林。森は様々な恵みで、

私たちの暮らしを支えてくれています。森には具体的にどん

な役割があるかを見ていきましょう。

*　*　*
森林には、①土砂災害防止・土壌保全、②水源涵養（かん

よう）、③地球環境保全、④生物多様性保全、⑤物質生産、

⑥保健・レクリエーション、⑦快適環境形成、⑧文化とい

う8 つの多面的機能があります。中でも、土砂災害の防止・

降雨などの水資源を育み守る水源涵養・地球環境保全（温

暖化の防止）という暮らしや安全に直結する機能は、多く

の人が森に期待する部分です。このほかにも、森によって大

気の浄化や強風などの影響を和らげるといった「人に快適

な環境」を形成したり、森が精神文化を育み、教育の場と

なるといった「文化的な機能」も含まれます。さらに近年、

注目されているのが、森の「癒やし効果」です。森で過ごす

と、ストレスホルモン（コルチゾール）が減少することが確

認されています。「森林浴」は 1982 年に林野庁が提唱した

もので、その研究成果は世界からも注目を集めているので

す。これだけ豊かな日本の森は、私たちにとってかけがえの

ない財産といえます。
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昭和100年、そして次の
100年へと森林をつなぐ

未来をつくる
＂森業＂

森の多様な魅力を活用する「森業」

森を抱える山里では人口減少と高齢化が進み、手入れが行

き届かない人工林が増えています。光が入らず下草も生え

ない暗く荒れた森は、動植物が暮らしにくく、災害にも弱く

なります。林業の衰退にもつながるこれらの課題を解決す

るカギを握るのが「森業」です。森業とは、森の多様な価

値を活用し、都市部の人々や企業を呼び込むことで、地域

を活性化する取り組みです。「木を育てて伐採して売る」林

業に対して、森業はキャンプや森林浴、森での企業研修、

子どもたちへの森林環境教育など、さまざまな方法で「森

を通じて地域を元気にする仕組み」です。地域が元気にな

ることで、森を手入れする人やお金が地域に集まり、美しく

豊かな日本の森を未来に残せるようになります。�

教室は森。 
子どもたちの体験が次世代につながる

次世代を育む森林環境教育も森業の大切な柱です。奈良県

吉野郡下北山村の合同会社森のびでは、村の教育委員会と

協働し、小学生を対象とした体験型プログラム「森のび教室」

を年 3 回実施。森のびが日頃から林業を営む民有林などを

学びの場とし、水源涵養の仕組みを学ぶ実験や、間伐材を

活用した歩道づくりなど、森林に触れながら学ぶ様々な体験

を行っています。「大事なのは、まず子どもたちに森を好き

になってもらうこと」と森のび・河野祐子さん。同じく森のび・

安井洋文さんは、「森と自分たちの暮らしがつながっていると

感じながら、成長してほしい」とその想いを語ります。森の

中で高学年の子が低学年の子に「その木も、生きているん

だよ」と教える場面もあり、豊かな森とそこにある命の大切

さが子どもたちに受け継がれています。

木材搬出用に整備された作業道を活用し、森の中で鳥の

巣箱づくりに取り組む子どもたち。自分たちの暮らしと森

のつながりを実感できるのは、子どもの成長にとっても貴

重な体験。撮影＝都甲ユウタ

ESG 投資やリスク管理、社会貢献の観点から、�森づくりに取

り組む企業が増えています。企業価値や社員の健康向上に

もつながる、森を舞台にした挑戦と国の支援を紹介します。

*　*　*
SDGs が定着する中、企業も森づくりに積極的に乗り出して

います。その理由は社会貢献だけではありません。製品づ

くりに大量の水が必要など、森が育むきれいな水は企業活

動を支えています。ESG 投資やサスティナビリティに関する

情報開示の観点からも、森林の保全や管理に関心を持つ企

業が増加。社員の健康増進など多様な動機から森づくりに

関わる企業の活動は、2024 年度に全国 2,000 か所を超え

ました。そんな企業の取り組みを後押しすべく、林野庁では

これまで「森林×ACT チャレンジ」という顕彰制度を行って

きました。「森林づくり部門」では企業が整備した森の CO2

吸収量と取り組み内容を、「J- クレジット部門」では森林が

吸収した CO2 をクレジットとして企業が購入した取り組み

を評価します。いずれも企業価値の向上だけではなく、地

域への経済効果や森林管理の充実にもつながっています。

2026 年度からは、「森業アワード」として生まれ変わり、森

林空間利用や企業の森林づくり活動、Ｊ-クレジットの活用

など、多様な森林の価値を活かした取り組みを顕彰します。

森
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おいしい水を
守り、育む

企業理念に通じる森づくり

2003 年以来、森を守り続ける活動をしているのがサント

リーホールディングス ( 株 ) です。「サントリー�天然水の森」

では、国内 16 都府県 27 か所、12,000 ヘクタールを超え

る森の保全・整備を行っています。「ビールもウイスキーも

清涼飲料も、良質な水なしにはつくれません。その地下水

はもとをたどれば森で育まれています。森づくりは、『人と

自然と響きあう』という企業理念の実践でもあります」と

その想いを語るのは、サントリーの市田智之さんです。国

有林や自治体の森を無償で整備する協定を最低 30 年単位

で締結。様々な分野から 40 名を超える専門家とともに、

水源涵養に科学的・長期的に取り組み、国内工場で汲み上

げる地下水量の 2 倍以上の水を涵養しています。その結果

として、自社製品、そして地域への水の還元を目指します。

企業による森林（もり）づくり活動の
実施箇所数推移

箇所

（年度）

2004

399

493

420 569

803

1,372

1,659

1,024
1,118

1,400

2,002

1,765

635 647 602

576

94 156

0
05	 10 15 20 24

※民有林の数値は、企業等が森林づくり活動を行う森林の設定箇所
数。国有林の数値は、「法人の森林」の契約数及び「社会貢献の森」
制度による、協定箇所数
出典＝林野庁「令和 7年度森林及び林業の動向」（2025）より、編
集部作成

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

国有林　　	民有林

今、各地の自治体では、地域の森を生かした新しい取り組

みを進めています。企業や都市部の住民といった関係人口

を増やすことで、森の未来の可能性が大きく広がっています。

*　*　*
企業と同様に、自治体も森林管理の大切な担い手です。

2024 年度から導入された「森林環境税」（年間 1 人 1,000

円）は、市町村の森林整備の財源として活用。地域の実情

に合わせて、独自の取り組みを始める自治体が増えていま

す。自然体験ツアーや森林を使った企業研修の受け入れな

ど、森業を通じた関係人口の拡大は、新たな地域振興の柱

になりつつあります。大切なのは、地域に収入が生まれて

元気になるような新しい取り組みを考えていくことです。自

治体と企業が協定を結び、社有林を地域に開放して体験プ

ログラムを展開するというケースも生まれています。林野庁

の基本計画では、森業の取り組みが行われている市町村の

割合を、現在の 4 割から 2030 年度に 6 割とすることが目

標。各地の自治体が知恵を出し合い、地元の資産である森

をきっかけにした地域の未来を切り拓いています。
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森が支えるマラソン大会

2023 年、「ゼロカーボンシティ宣言」を打ち出した宮崎県

延岡市。その象徴的な取り組みのひとつが「延岡西日本マラ

ソン大会」と環境保全の掛け合わせです。九州 3 大マラソ

ンの 1つであるこの大会で、市内の森林から創出した「J- ク

レジット」（森林が吸収した CO2 を取引可能にした証書）を

活用。大会運営や参加者の移動で排出される CO2 量を森

林の吸収量で補います。J- クレジットの収入は森林整備の

財源として地域内で循環し、森が大会を支える仕組みです。

この取り組みは、林野庁「森林×ACT チャレンジ 2025」の

J- クレジット部門優秀賞として表彰もされました。延岡市で

は今後もゼロカーボンシティの実現に向け、大会の環境負

荷低減と森林クレジットへの関心・認知度向上を目指してい

ます。

100 年先の森を描き、活動

森づくりの活動ではまずは徹底的に森を調査し、30 年から

100 年後の姿を見据えた整備計画を立て、それに従って間

伐や植樹など地道な活動を続けていきます。荒れた森を少

しずつ明るい健康的な森へと生まれ変わらせる地道な作業

が続きますが、中でも最大の課題となっているのがシカです。

「下草を食い尽くすシカが侵入しないように、専門家や地域

のみなさんとも連携し、柵の設置などにより森が回復しつつ

あります」（市田さん）。子どもたちへの環境教育「水育」も

積極的に行い、国内外累計 179万人が参加。森と水への関

心を次の世代へとつなぐ大切な場となっています。さらに、

サントリーが蓄積した森づくりのノウハウを他の企業にも提

供する取り組みもスタートし、「社会全体で森を守る輪」を

広げようとしています。

都市と森をつなぐ、東京発の挑戦

東京都内の森林整備を、都市部の特別区と多摩地域の市町

村が手を組んで進める。そんな全国初の取り組みが「『多摩

の森』活性化プロジェクト」です。2023年に協議会を発足し、

現在は 15 自治体と東京都が参加。「主役はあくまでも市区

町村で、東京都はコーディネーター役として側面から支える

仕組みです」と、東京都�森づくり推進担当職員は語ります。

活動の柱は「森林整備および保全」「カーボンオフセット」「木

材活用」「現場体験」の４つ。自然体験ツアーでは協議会

参加区住民を多摩の森に案内し、林業作業や自然観察を体

験。参加者の満足度も高いとのことです。世界有数の大都市・

東京の活動と発展を支え、多くの恵みをもたらす都民共有

の財産の森。参加自治体が連携して森林整備などを行うこ

とで、森林の多面的機能の発揮を促していきます。

「サントリー�天然水の森」の美しく豊かな水源。2003 年よ

り続く、水源涵養への研究・取り組みは、自社製品である「サ

ントリー�天然水」にも生かされています。��写真提供＝サン

トリー

「延岡西日本マラソン」｡ 毎回、全国から新進気鋭のラン

ナーを迎えて開催。64 回目を数えた 2026 年 2 月の大

会には、789人がエントリーしました。　写真提供＝延

岡市

「『多摩の森』活性化プロジェクト」のひとつ、奥多摩での

「自然体験ツアー」。自然観察、木工体験、そば打ち体験

を含む、子どもにも人気のプログラム。写真提供＝おくた

ま地域振興財団

8 月号トップへこの記事をプリントする
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森の良さを体感。
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広がる「中食」 豚 家庭備蓄
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最新号／バックナンバー

Instagram も更新中！

感想を送る
記事の感想をお聞かせください

@aff_maffjapan

イラストレーション＝久保田美穂
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昭和100年、そして次の100年へと森林をつなぐ
〜森への�推し活�に。「昭和100年記念分収造林」〜

2026 年は、1926（昭和元）年から起算して満 100 年とい

う節目の年に当たり、4 月には政府主催により記念式典が

行われました。この機運を盛り上げるため、林野庁では「昭

和�100 年記念分収造林」を開始しています。分収造林（ぶ

んしゅうぞうりん）とは、造林者が国と契約し、国有林に

植林、育成した木を販売し、その収益を国と分け合う制度

です。今回の取組での注目は「グリーン・シェアリング」と

いう新しいコンセプト。これは、地球温暖化防止や生物多

様性保全に配慮した森林づくりを目指し、① 60 年以上の

長期契約、②林地保全に配慮した森林施業、③地域性を

重視した広葉樹の植栽を要件としています。契約する企業

等にとっては、SDGs�の取組として、国から通知される「環

境貢献度評価」を自社レポート等で発信できる点もメリッ

ト。森への「推し活」として、この機会に多くの企業や団体

等に活用してもらいたいと、期待を高めています。

取組事例第１号も誕生 

2026 年 3 月、NPO 法人が宮崎県都城市の国有林を活用

して、どんぐりの実から育てた苗木を植樹する「グリーン・

シェアリング」第 1号がスタート。今後、各地で植樹が行

われる予定です。豊かな自然を次の 100 年へとつなぐ、持

続可能な森林づくりが、いま全国で広がり始めています。 今回の記念分収造林ですでに植樹を行った、NPO

法人の活動の様子。子どもから大人まで 100人ほ

どが参加し、新たな森への一歩を踏み出しました。　

写真提供＝特定非営利活動法人「どんぐり1000

年の森をつくる会」

特集 最新号 連載（Instagram） 過去の連載

国土面積に占める森林の割合

森林蓄積の推移
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近年は、毎年

約6千万立方メートル（㎥）

増加

55年で

約6倍

出典＝林野庁「森林資源の現況」（令和4年3月31日現在）」
より、編集部作成

出典＝国土交通省「令和 7年版土地白書」（2025）より、
編集部作成�※国土面積は、令和 2 年（2020）の数値

5.65.6

35.535.5

天然林等　　	人工林

＂森＂と触れ合う 暑さに向き合う
〜進む日本の農業〜
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「昭和 100 年記念分収造林」募集要項
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